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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ジェットポンプ作用により洗浄水を便器本体に供給して洗浄する水洗大便器装置であっ
て、
　汚物を受けるボウル部と、このボウル部に洗浄水を導くための導水路とを備えた便器本
体と、
　この便器本体に供給する洗浄水を貯水する貯水タンクと、
　少なくともその一部が上記貯水タンク内で水没した状態で配置されたジェットポンプユ
ニットであって、このジェットポンプユニットは、その一端が上記便器本体の導水路の入
口に接続され、その他端には吸引口が形成され、この吸引口が上記貯水タンク内の下部に
位置するように配置されたスロート管と、このスロート管の吸引口に向けて洗浄水を噴射
してジェットポンプ作用を誘発させるジェットノズルと、を備えたジェットポンプユニッ
トと、
　上記貯水タンク内に配置され、上下方向に延びる壁面と、底面とを有し、上記貯水タン
ク内に小空間の区画を形成する区画容器と、を有し、
　上記区画容器の下方には、洗浄水がジェットノズルによりスロート管の吸引口に吸引さ
れているときにおいて、上記貯水タンク内に貯水されている洗浄水を、上記区画容器の下
方から、上記区画容器の外側に配置された上記ジェットノズル及びスロート管の吸引口の
方向へ流す下部流水路が形成され、上記区画容器の底面は、上記貯水タンク底面と上下方
向に離間されており、上記下部流水路は、上記区画容器の底面と上記貯水タンクの底面に
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より形成され、さらに、上記ジェットノズル及び上記スロート管の吸引口は上記区画容器
に対して左右何れか一方の領域に配置され、上記下部流水路は、上記便器本体の上記導水
路の入口に接続される上記スロート管の一端近傍から上記ジェットノズル及び上記スロー
ト管の吸引口側に亘って形成されていることを特徴とする水洗大便器装置。
【請求項２】
　上記下部流水路の上下方向の高さは、下部流水路を形成しない場合に、洗浄時の水位降
下中に、上記ジェットノズル及びスロート管の吸引口近傍の領域上の水面の高さと、その
他の領域上の水面の高さとの間に生じる上下方向の水位差とほぼ同じ高さである請求項１
記載の水洗大便器装置。
【請求項３】
　上記下部流水路の上下方向の高さは、５ｍｍ～２０ｍｍの高さに形成されている請求項
１又は２に記載の水洗大便器装置。
【請求項４】
　上記下部流水路は、上記区画容器の底面全体の下方領域に形成されている請求項１記載
の水洗大便器装置。
【請求項５】
　上記下部流水路は、上記ジェットノズル及び上記スロート管の吸引口側において、流路
が広がる拡大部を有する請求項１又は４記載の水洗大便器装置。
【請求項６】
　上記区画容器は、さらに、その壁面を貫くように形成された開口部を形成し、この区画
容器の上記開口部を開閉し、上記ジェットポンプユニットを通じて上記便器本体へ供給す
る洗浄水量を変更することができる切替弁を有する請求項１乃至５の何れか１項に記載の
水洗大便器装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水洗大便器装置に係り、特に、ジェットポンプ作用により洗浄水を便器本体
に供給して洗浄する水洗大便器装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、例えば、特許文献１に記載されているように、勢いの強い水を便器のボウル
面に継続的に供給することができるジェットポンプ機構が設けられた水洗大便器装置が知
られている。
　この便器は水道管と直結したノズルから洗浄水を吐水して、タンク内の水をスロート内
に巻き込み大流量の洗浄水を便器へ供給している。また、ジェットポンプを取り囲み開閉
蓋を有する区画容器が設けられ、この区画容器の外周壁は、タンク底面から上方に向けて
立ち上がり、開閉蓋を洗浄操作と共に開閉することにより、大洗浄・小洗浄の切替えを行
っている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－１５６３８２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述した特許文献１に記載されている従来の水洗大便器装置においては
、節水化の要請、及び外観についての市場要求により、出来るだけタンクを小型化するこ
とが求められている。一方で、ジェットポンプ機構を有する水洗便器においては、タンク
内に、給水装置、スロート、オーバーフロート管、大小切替用の区画容器等が設けられる
必要がある。従って、タンクを小型化する場合には、これらの部材を密集させる必要があ
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り、便器に洗浄水を供給する際に、タンク内の洗浄水をスロート流入口に吸引させようと
すると、タンク内において各部品、特に中央近傍に配置されたスロート等が抵抗となり洗
浄水がスロート流入口に向かってスムーズに流れないといった問題がある。洗浄水がスロ
ート流入口にスムーズに流れないと、タンク内の水位降下する水面に、ジェットノズル及
びスロートの吸引口近傍の領域の水面の高さと、その他の領域の水面の高さとの間におい
て、上下方向の水位差が生じてしまう。具体的には、スロート流入口から強制的に便器に
水が排出されるため、ノズル及びスロートの吸引口近傍の水位が局所的に低下する。ジェ
ットノズル及びスロートの吸引口近傍の領域の水面の高さのみが先行して降下し、水位に
連動する切替弁が早期に作動すると、ノズルから規定の水量を便器本体に供給する前に、
便器への洗浄水の供給が終了することになり、便器の洗浄水量が規定の水量よりも少なく
なってしまうという問題があった。さらに、幅方向の水位差が生じたままの状態で、便器
に規定の洗浄水量を供給させようとする場合には、タンクに水位差の影響を受けない程度
に余分な洗浄水量を追加で貯水する必要が生じ、タンクの容量を大きくする必要が生じる
ことからタンクの小型化のニーズに応えることができないという課題が発生している。
【０００５】
　そこで、本発明は、従来技術の要請された課題を解決するためになされたものであり、
洗浄水がノズルによりスロート管の吸引口に吸引されているときにおいて、貯水タンク内
に貯水されている洗浄水を、区画容器の底面の下方から、下部流水路を通して、区画容器
の外側に配置されたジェットノズル及びスロート管の吸引口の方向へスムーズに流すこと
ができ、ジェットノズル及びスロート管の吸引口近傍の領域の水面の高さと、その他の領
域の水面の高さとがほぼ均一になるように水位を降下させることができ、貯水タンクを小
型化することができる水洗大便器装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の目的を達成するために、本発明は、ジェットポンプ作用により洗浄水を便器本体
に供給して洗浄する水洗大便器装置であって、汚物を受けるボウル部と、このボウル部に
洗浄水を導くための導水路とを備えた便器本体と、この便器本体に供給する洗浄水を貯水
する貯水タンクと、少なくともその一部が貯水タンク内で水没した状態で配置されたジェ
ットポンプユニットであって、このジェットポンプユニットは、その一端が便器本体の導
水路の入口に接続され、その他端には吸引口が形成され、この吸引口が貯水タンク内の下
部に位置するように配置されたスロート管と、このスロート管の吸引口に向けて洗浄水を
噴射してジェットポンプ作用を誘発させるジェットノズルと、を備えたジェットポンプユ
ニットと、貯水タンク内に配置され、上下方向に延びる壁面と、底面とを有し、貯水タン
ク内に小空間の区画を形成する区画容器と、を有し、区画容器の下方には、洗浄水がジェ
ットノズルによりスロート管の吸引口に吸引されているときにおいて、貯水タンク内に貯
水されている洗浄水を、区画容器の下方から、区画容器の外側に配置されたジェットノズ
ル及びスロート管の吸引口の方向へ流す下部流水路が形成され、区画容器の底面は、貯水
タンク底面と上下方向に離間されており、下部流水路は、区画容器の底面と貯水タンクの
底面により形成され、さらに、ジェットノズル及びスロート管の吸引口は区画容器に対し
て左右何れか一方の領域に配置され、下部流水路は、便器本体の導水路の入口に接続され
るスロート管の一端近傍からジェットノズル及びスロート管の吸引口側に亘って形成され
ていることを特徴としている。
　このように構成された本発明においては、区画容器の下方に上記下部流水路が形成され
ているので、洗浄水がジェットノズルによりスロート管の吸引口に吸引されているときに
おいて、貯水タンク内に貯水されている洗浄水を、区画容器の下方から、下部流水路を通
して、区画容器の外側に配置されたジェットノズル及びスロート管の吸引口の方向へスム
ーズに流すことができ、ジェットノズル及びスロート管の吸引口近傍の領域の水面の高さ
と、その他の領域の水面の高さとがほぼ均一になるように水位を降下させることができる
。従って、従来、洗浄水がジェットノズルによりスロート管の吸引口に吸引されていると
きにおいてジェットノズル及びスロート管の吸引口近傍の領域の水面の高さと、その他の
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領域の水面の高さとをほぼ均一に水位降下させるために必要とされていた余分な洗浄水量
を確保するための貯水タンク内空間を削減することができ、貯水タンクを小型化すること
ができる。
　また、このように構成された本発明においては、別部材を設けることなく比較的簡易な
構造により下部流水路を形成することができる。
　さらに、このように構成された本発明においては、洗浄水がジェットノズルによりスロ
ート管の吸引口に吸引されているときにおいて、貯水タンク内に貯水されている洗浄水を
、スロート管等が配置されることにより洗浄水が流れにくくなっている貯水タンクのスロ
ート管の一端近傍から下部流水路を通ってジェットノズル及びスロート管の吸引口へスム
ーズに洗浄水を流すことができる。
【０００８】
　本発明において、好ましくは、下部流水路の上下方向の高さは、下部流水路を形成しな
い場合に、洗浄水がジェットノズルによりスロート管の吸引口に吸引されているときの水
位降下中に、ジェットノズル及びスロート管の吸引口近傍の領域上の水面の高さと、その
他の領域上の水面の高さとの間に生じる上下方向の水位差とほぼ同じ高さとなっている。
　このように構成された本発明においては、ジェットノズル及びスロート管の吸引口近傍
の領域の水面の高さと、その他の領域の水面の高さとが確実にほぼ均一になるように水位
を降下させることができる。
【０００９】
　本発明は、好ましくは、下部流水路の上下方向の高さは、５ｍｍ～２０ｍｍの高さに形
成されている。
　このように構成された本発明においては、下部流水路を必要最小限の大きさに形成する
ことができ、貯水タンクを小型化することができる。
【００１１】
　本発明は、好ましくは、下部流水路は、区画容器の底面全体の下方領域に形成されてい
る。
　このように構成された本発明においては、下部流水路が、洗浄水がジェットノズルによ
りスロート管の吸引口に吸引されているときにおいて、貯水タンク内に貯水されている洗
浄水を、区画容器の底面全体の下方領域から、区画容器の外側に配置されたジェットノズ
ル及びスロート管の吸引口の方向へスムーズに流すことができる。
【００１２】
　本発明は、好ましくは、下部流水路は、ジェットノズル及びスロート管の吸引口側にお
いて、流路が広がる拡大部を有している。
　このように構成された本発明においては、スロート管の吸引口側において、下部流水路
が拡大しているために、スロート管に流入する洗浄水の流れを阻害することなく、洗浄時
において、貯水タンク内に貯水されている洗浄水が、区画容器の底面の下方から、区画容
器の外側に配置されたジェットノズル及びスロート管の吸引口の方向へスムーズに流れる
ことができる。
【００１３】
　本発明は、好ましくは、区画容器は、さらに、その壁面を貫くように形成された開口部
を形成し、この区画容器の上記開口部を開閉し、ジェットポンプユニットを通じて便器本
体へ供給する洗浄水量を変更することができる切替弁を有している。
　このように構成された本発明においては、大小洗浄時に、区画容器がジェットポンプユ
ニットを通じて上記便器本体へ供給する洗浄水量を変更する場合においても、下部流水路
が、洗浄時において、貯水タンク内に貯水されている洗浄水を、区画容器の底面の下方か
ら、区画容器の外側に配置されたジェットノズル及びスロート管の吸引口の方向へスムー
ズに流すことができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の水洗大便器装置によれば、洗浄水がジェットノズルによりスロート管の吸引口
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に吸引されているときにおいて、ジェットノズル及びスロート管の吸引口近傍の領域の水
面の高さと、その他の領域の水面の高さとがほぼ均一になるように水位を降下させること
ができ、貯水タンクを小型化することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の一実施形態による水洗大便器装置を示す平面図である。
【図２】図１のＩＩ－ＩＩ線に沿って見た断面図である。
【図３】本発明の一実施形態による水洗大便器装置の洗浄水タンク装置の内部構造を示す
平面図である。
【図４】本発明の一実施形態による水洗大便器装置の洗浄水タンク装置の内部構造を示す
正面図である。
【図５】本発明の一実施形態による水洗大便器装置の洗浄水タンク装置の内部構造を示す
背面図である。
【図６】図３のＶＩ－ＶＩ線に沿って見た断面図である。
【図７】本発明の一実施形態による水洗大便器装置の洗浄水タンク装置の内部構造の概念
図である。
【図８】本発明の一実施形態による水洗大便器装置の洗浄水タンク装置の内部構造及びジ
ェットポンプユニット内の流路の断面を示す概略断面図である。
【図９】本発明の一実施形態による水洗大便器装置のジェットポンプユニットの一部を示
す平面図である。
【図１０】本発明の一実施形態による水洗大便器装置のジェットポンプユニットの一部の
中央断面を示す正面図である。
【図１１】本発明の一実施形態による水洗大便器装置のジェットポンプユニットの切替手
段を示す側面図である。
【図１２】本発明の一実施形態による水洗大便器装置のジェットポンプユニットの切替手
段を上面から見た平面図である。
【図１３】図１３（ａ）は本発明の一実施形態による水洗大便器装置においてフロート及
び連結手段と連結された切替手段の切替弁がジェットノズルの正面より外側にある状態を
示す図であり、図１３（ｂ）は本発明の一実施形態による水洗大便器装置においてフロー
ト及び連結手段と連結された切替手段の切替弁がジェットノズルの外側から正面に移動し
ている途中の状態を示す図であり、図１３（ｃ）は本発明の一実施形態による水洗大便器
装置においてフロート及び連結手段と連結された切替手段の切替弁がジェットノズルの正
面に移動した状態を示す図である。
【図１４】本発明の一実施形態による水洗大便器装置において、ジェットポンプユニット
の一部を、補給水吐水位置切替手段のロック部材の高さにおける水平断面により切断した
状態で示す平面図である。
【図１５】本発明の一実施形態による水洗大便器装置において、オーバーフロー管に取付
けられた補給水吐水位置切替手段を示す側面図である。
【図１６】本発明の一実施形態による水洗大便器装置において、ジェット流路の途中に設
けられた分岐部の流路を示す断面図である。
【図１７】本発明の一実施形態による水洗大便器装置において、補給水吐水部の断面図で
ある。
【図１８】図１７のＸＶＩＩＩ－ＸＶＩＩＩ線に沿って見た断面図である。
【図１９】本発明の一実施形態による水洗大便器装置の洗浄水タンク装置において、補給
水吐水位置切替手段が補給水無しモードに設定されている状態を示す平面図である。
【図２０】便器本体に供給される洗浄水の水量と、第２内側底面から小タンク底面までの
高さとの関係を示す図である。
【図２１】本発明の一実施形態による水洗大便器装置において、貯水タンクの第１内側底
面及び第１内側側面に設けられたリブ部を示す部分拡大斜視図である。
【図２２】本発明の一実施形態による水洗大便器装置において、抵抗手段が設けられてい
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る場合に切替弁から貯水タンクの第１内側側面に衝突する洗浄水の流れと、従来の水洗大
便器装置において抵抗手段が設けられていない場合における切替弁から貯水タンクの第１
内側側面に衝突する洗浄水の流れとをそれぞれ示す概念図である。
【図２３】本発明の一実施形態による水洗大便器装置において、抵抗手段が設けられてい
る場合に切替弁から貯水タンクの第１内側側面に衝突する洗浄水の流れと、従来の水洗大
便器装置において抵抗手段が設けられていない場合における切替弁から貯水タンクの第１
内側側面に衝突する洗浄水の流れとをそれぞれ示す概念図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、添付図面を参照して本発明の一実施形態による水洗大便器装置を説明する。
　まず、図１及び図２により、本発明の一実施形態による水洗大便器装置の基本構造を説
明する。
　図１は、本発明の実施形態による水洗大便器装置を示す平面図であり、図２は、図１の
ＩＩ－ＩＩ線に沿って見た断面図である。
【００１７】
　図１及び図２に示すように、本発明の一実施形態による水洗大便器装置１は、便器本体
２と、この便器本体２に洗浄水を供給する洗浄水タンク装置４を備えている。水洗大便器
装置１は、例えば、３．８リットル乃至５．２リットルの洗浄水で洗浄する、節水型の洗
い落とし式の水洗大便器である。
　便器本体２は、その前方側に設けられたボウル部６と、ボウル部６の上縁に形成された
リム部８と、このリム部８の内周に形成された棚部１０と、を備えている。
　また、便器本体２のボウル部６の底部には、トラップ排水路１２の入口１２ａが開口し
、このトラップ排水路１２は、上方に延びる上昇管１２ｂと、下方に延びる下降管１２ｃ
を備えている。このトラップ排水路１２の形状から分かるように、本実施形態による水洗
大便器装置１は、高さ方向の落差により汚物を排出する洗い落とし式便器である。
　なお、本実施形態においては、洗い落とし式便器に適用した形態について説明するが、
このような形態に限定されず、サイホン作用を利用してボウル部内の汚物を吸い込んで排
水トラップ管路から一気に外部に排出する、いわゆる、サイホン式便器の形態等、他の水
洗大便器の形態についても適用可能である。
【００１８】
　つぎに、便器本体２は、洗浄水タンク装置４の排水口１４から排出される洗浄水が流入
する導水路１６と、棚部１０の前方から見て左側中央に形成された第１リム吐水口１８と
、前方から見て右側後方に形成された第２リム吐水口２０とを備えている。
　また、導水路１６は、下流に向かって第１通水路２２と第２通水路２４に分岐し、導水
路１６の洗浄水が第１通水路２２を経て第１リム吐水口１８に到達する一方、第２通水路
２４を経て第２リム吐水口２０に到達し、洗浄水が、それぞれ、第１リム吐水口１８及び
第２リム吐水口２０から吐水され、ボウル部６を洗浄し、汚物をトラップ排水路１２から
排出するようになっている。
【００１９】
　つぎに、図３～図７により、洗浄水タンク装置４について詳細に説明する。
　図３は、本発明の一実施形態による水洗大便器装置の洗浄水タンク装置の内部構造を示
す平面図であり、図４は、本発明の一実施形態による水洗大便器装置の洗浄水タンク装置
の内部構造を示す正面図であり、図５は、本発明の一実施形態による水洗大便器装置の洗
浄水タンク装置の内部構造を示す背面図であり、図６は、図３のＶＩ－ＶＩ線に沿って見
た断面図である。さらに、図７は、本発明の一実施形態による水洗大便器装置の洗浄水タ
ンク装置を示す概念図であり、図８は、本発明の一実施形態による水洗大便器装置の洗浄
水タンク装置においてジェットポンプユニット内の流路の断面を示す概略断面図である。
　なお、図７において、便宜上、図３及び図４に示す洗浄水タンク装置のジェットポンプ
ユニットの内部構造の一部を省略すると共に、各構造のいくつかの配置についても、図３
乃至図６に示されたものと異なる配置に描かれている。
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【００２０】
　図３～図７に示すように、洗浄水タンク装置４は、平面視において左右方向に長い扁平
形状に形成されて洗浄水を貯水する貯水タンク２６と、この貯水タンク２６に洗浄水を供
給する給水管路２８と、この給水管路２８の下流端に設けられ便器本体２に洗浄水を供給
するためのジェットポンプユニット３２と、使用者が手動操作により洗浄水の給水を行う
ための手動レバー３４を備えている。
　貯水タンク２６は、その高さがその底面部の長手方向（幅方向）の長さより短い扁平形
タンクであり、節水化の観点及び/又は意匠性の観点から比較的小型の貯水タンクとして
形成されることができる。
　給水管路２８の上流端には、外部の水道管等の給水源（図示せず）から供給される洗浄
水を止水するための止水栓３６が設けられている。この止水栓３６は、水洗大便器装置１
の据付時などに給水源（図示せず）からの給水を止水するためのものであり、通常使用時
は開状態に保持されている。
【００２１】
　ジェットポンプユニット３２は、下方から斜め上方に延びる上昇管部３８ａとこの上昇
管部３８ａの上端付近から下方に延びる下降管部３８ｂとを備えた概ね逆Ｖ字形状に形成
されたスロート管３８と、このスロート管３８に向けて洗浄水を噴射してジェットポンプ
作用を誘発させるジェットノズル４０と、給水管路２８に接続され、ジェットノズル４０
への洗浄水の供給を給止水する給水弁装置３０と、ジェットノズル４０から噴射される洗
浄水の進行方向をスロート管３８の内部方向からスロート管３８の外部方向へと切り替え
る切替手段６６と、貯水タンク内に貯水された洗浄水の水位に応じ上下動するフロート６
８と、フロート６８と切替手段６６とを連結する連結手段７０と、フロート６８を連結手
段７０に連結する取付け高さを上下方向に調整する調整機構７２と、この給水弁装置３０
とジェットノズル４０の間を連結するジェット流路７４と、ジェット流路７４の途中から
分岐し、ジェットノズル４０を経由せずに、便器本体２へ洗浄水を供給できる補給水流路
７６と、スロート管３８の下降管部３８ｂに隣接して上下方向に延びるオーバーフロー管
８０と、を備えている。
【００２２】
　スロート管３８の上昇管部３８ａの上流端には吸引口３８ｃが形成され、この吸引口３
８ｃが貯水タンク２６内の下部に位置するようになっており、スロート管３８の下降管部
３８ｂの下流端が便器本体２の導水路１６に連通する排水口１４に接続されている。
　また、スロート管３８の吸引口３８ｃに対向するように、ジェットノズル４０が配置さ
れ、スロート管３８の吸引口３８ｃとジェットノズル４０は、常時、貯水タンク２６内で
水没した状態となっている。
【００２３】
　ジェットポンプユニット３２は、貯水タンク２６内において、スロート管３８の吸引口
３８ｃが右側領域に配置され、スロート管３８の下降管部３８ｂが貯水タンクの左右方向
中央領域に配置されている。別実施形態においては、ジェットポンプユニット３２は、貯
水タンク２６内において、スロート管３８の吸引口３８ｃが左側領域に配置され、スロー
ト管３８の下降管部３８ｂが貯水タンクの左右方向中央領域に配置されていてもよい。
【００２４】
　ジェットポンプユニット３２は、ジェットノズル４０からスロート管３８の吸引口３８
ｃに向けて高速の洗浄水を噴射し、このとき、ジェットノズル４０に近いスロート管３８
内の吸引口３８ｃ近傍の空間が負圧となり、この負圧によりジェットポンプ作用（エジェ
クタ効果）を誘発させることにより、貯水タンク２６内の近傍の洗浄水を吸引し、この洗
浄水とジェットノズル４０から噴出される洗浄水とが一緒になり、スロート管３８内を流
れ、排水口１４を経て、便器本体２の導水路１６に供給されるようになっている。
　すなわち、本明細書中に記載されている「ジェットポンプ作用」という用語については
、ジェットノズルからスロート管の吸引口に向けて噴射される勢いのある洗浄水の流れ自
体が、ポンプ等の他の機械要素に依存することなく、直接的にスロート管の吸引口の近傍
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等の周囲の洗浄水を引き込むような負圧を形成し、この負圧を利用してスロート管内に吸
い込んだ貯水タンク内の洗浄水を便器本体側へ圧送する作用を意味している。
【００２５】
　給水管路２８又はジェット流路７４には、上述した給水弁装置３０以外に、給水弁装置
３０の上流側に定流量弁４２が、下流側に真空破壊弁４４が設けられている。この定流量
弁４２は、給水弁装置３０に供給される洗浄水を定流量とするためのものであり、真空破
壊弁４４は、外部から空気を吸入して真空破壊弁４４からジェットノズル４０までのジェ
ット流路７４内が負圧にならないようにするためのものである。
【００２６】
　給水弁装置３０は、その上流側が給水管路２８に接続され、給水管路２８から給水され
、さらに、その下流側がジェット流路７４に接続され、主弁体４８が開弁するとき、ジェ
ット流路に一定流量の洗浄水を継続して供給してジェット吐水する（吐水状態となる）よ
うになっている。
　給水弁装置３０は、パイロット式ダイアフラム弁である主弁体４８と、この主弁体が着
座する主弁座５０と、内部の圧力により主弁体４８を主弁座５０に対して移動させる圧力
室５２とを備え、主弁体４８が、主弁座５０に着座して止水する止水状態と主弁座５０か
ら離間して給水する給水状態とを切り換えるようになっている。
　圧力室５２には、この圧力室５２の圧力を開放する第一穴５４及び第二穴５６と、上述
した手動レバー３４における使用者の手動操作と連動して第一穴５４を開閉する第一パイ
ロット弁５８と、貯水タンク２６内の洗浄水の水位に伴い上下動する給水フロート６０の
上下動により第二穴５６を開閉する第二パイロット弁６２が設けられている。
【００２７】
　また、主弁体４８には、ブリード穴（図示せず）が設けられており、止水状態のとき、
ブリード穴（図示せず）により給水管路２８の一次側流路Ａと圧力室５２の内部とが連通
するようになっている。ここで、第一穴５４は、その開口面積が第二穴５６の開口面積よ
りも大きく形成されている。また、第一穴５４は、第二穴５６よりも、図７に示すように
、上方位置に形成されている。
【００２８】
　第一パイロット弁５８は、駆動軸１２４により手動レバー３４に接続され、使用者の手
動レバー３４の手動操作により、第一穴５４を開閉するようになっている。ここで、手動
レバー３４は、図４において、手前側（一方向）に回動操作させた場合には後述する大洗
浄がなされ、奥側（他方向）に回動操作させた場合には小洗浄がなされるようになってい
る。
【００２９】
　この給水弁装置３０は、通常は止水状態であり、止水状態では、第一穴５４及び第二穴
５６は共に塞がれており、且つ、給水管路２８の一次側流路Ａは圧力室５２とブリード穴
（図示せず）を通じて連通しているため、一次側流路Ａと圧力室５２の水圧は同じ水圧（
一次側流路圧力α）、また二次側流路Ｂは大気開放となり、主弁体４８に水圧が作用する
面積の方が一次側流路Ａの面積よりも大であるので、主弁体４８は主弁座５０に押付けら
れ閉じられている。
【００３０】
　給水弁装置３０において、第一穴５４及び/又は第二穴５６が、第一パイロット弁５８
及び/又は第二パイロット弁６２により開放されると、圧力室５２から洗浄水が流出し、
圧力室５２内の圧力が低下し、主弁体４８が主弁座５０から離れるように移動し、開弁し
、吐水状態となるようになっている。
【００３１】
　給水弁装置３０において、第一穴５４及び第二穴５６が第一パイロット弁５８及び第二
パイロット弁６２により閉じられると、再度圧力室５２の圧力が一次側流路圧力αとなり
、主弁体４８が主弁座５０に向けて移動し、最終的に閉弁された状態（止水状態）となる
。
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　なお、このとき、一次側流路Ａの洗浄水が、圧力室５２内へブリード穴から少しずつ注
入されるため、第一穴５４及び第二穴５６を塞いでから、所定時間遅れて、主弁体４８が
閉弁状態（止水状態）となるようになっている。
【００３２】
　つぎに、図９～図１３により、切替手段６６、フロート６８及び連結手段７０について
詳細に説明する。
　図９は本発明の一実施形態による水洗大便器装置のジェットポンプユニットの一部を示
す平面図であり、図１０は本発明の一実施形態による水洗大便器装置のジェットポンプユ
ニットの一部の中央断面を示す正面図であり、図１１は本発明の一実施形態による水洗大
便器装置のジェットポンプユニットの切替手段を示す側面図であり、図１２は本発明の一
実施形態による水洗大便器装置のジェットポンプユニットの切替手段を上面から見た平面
図であり、図１３（ａ）は本発明の一実施形態による水洗大便器装置においてフロート及
び連結手段と連結された切替手段の切替弁がジェットノズルの正面より外側にある状態を
示す図であり、図１３（ｂ）は本発明の一実施形態による水洗大便器装置においてフロー
ト及び連結手段と連結された切替手段の切替弁がジェットノズルの外側から正面に移動し
ている途中の状態を示す図であり、図１３（ｃ）は本発明の一実施形態による水洗大便器
装置においてフロート及び連結手段と連結された切替手段の切替弁がジェットノズルの正
面に移動した状態を示す図である。
【００３３】
　切替手段６６は、スロート管３８の下端近傍に配置されている。切替手段６６は、ジェ
ットノズル４０から噴射された洗浄水の進行方向を切り替える切替弁９６と、この切替弁
９６と接続される回動アーム９８とを備えている。切替弁９６及び回動アーム９８がこの
回動アーム９８に設けられた第一回動軸１００を中心として回転自在に構成されている。
　切替弁９６は、配管の屈曲部のような円弧形状の曲り面を形成する湾曲部９６ａと、半
円形の流路断面を形成しながら直線的に延びる流出部９６ｂとを備えている。切替弁９６
が作動状態において湾曲部９６ａがジェットノズル４０の正面前方に覆い被さるように配
置され、ジェットノズル４０から噴射された洗浄水が湾曲部９６ａから流出部９６ｂに導
かれるようになっている。また別の言い方によれば、切替弁９６が作動状態において、湾
曲部９６ａがジェットノズル４０から噴射される洗浄水を遮断するように配置され、洗浄
水が湾曲部９６ａによって跳ね返されるように流出部９６ｂに向かって流れるようになっ
ている。
【００３４】
　回動アーム９８は、切替弁９６の手前側に固定された第１回動アーム９８ａと、切替弁
の奥側に固定された第２回動アーム９８ｂを有している。第１回動アーム９８ａ及び第２
回動アーム９８ｂは、それぞれ板状の部材であり、第一回動軸１００を中心に切替弁９６
を支持している支持アーム９８ｃと、第１回動アーム９８ａ及び第２回動アーム９８ｂを
後述する第一継手１０２と連結させて第一回動軸１００を中心に回転させることができる
ようになっている継手アーム９８ｄとを有している。継手アーム９８ｄは、後述するリン
ク機構の一部を構成している。
　継手アーム９８ｄには、水位が上昇してフロート６８が上昇される際に、継手アーム９
８ｄの回転領域を規定するストッパー部９８ｅが形成されている。
　第一回動軸１００は、ジェットノズル４０の外側に取付けられ、回動アーム９８を回転
可能に支持している。
【００３５】
　フロート６８は、連結手段７０に連結され、連結手段７０が回動アーム９８と連結され
ているので、切替手段６６を動作させるようになっている。フロート６８は、貯水タンク
２６内の水位により上下動するため、水位が低くなったときは、フロート６８も下降し、
それにより、切替弁９６がスロート管３８内の流路を塞ぐようになっている。また、水位
が高くなったときは、フロート６８も上昇し、それにより、切替弁９６がスロート管３８
内の流路を開放するようになっている。
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　フロート６８は、スロート管３８の下端近傍に配置されている。フロート６８は、図１
０に示すように、その断面が四角形状になるように形成され、初期状態（洗浄前の待機状
態）においてその上面６８ａがほぼ水平になるように配置され、その側面６８ｂがほぼ垂
直になるように配置されている。
　また、フロート６８は、図１３（ｂ）及び（ｃ）に示すように、洗浄中の状態において
も、初期状態におけるフロート６８の姿勢からほぼ一定の姿勢のまま保持された状態で移
動される。すなわち、フロート６８は、その上面６８ａがほぼ水平を保つように移動され
、さらに、その側面６８ｂがほぼ垂直を保つように移動されている。
【００３６】
　連結手段７０は、回動アーム９８の継手アーム９８ｄと、この継手アーム９８ｄと回転
自在に連結され且つフロート６８が連結される第一継手１０２と、この第一継手と回転自
在に連結され且つスロート管とも回転自在に連結されている第二継手１０４と、を有する
リンク機構１０６を備えている。
【００３７】
　リンク機構１０６は、回動アーム９８の第一回動軸１００と、回動アーム９８の継手ア
ーム９８ｄと第一継手１０２とを回転自在に連結する第二回動軸１０５と、第一継手７０
ａと第二継手１０４とを回転自在に連結する第三回動軸１０８と、第二継手１０４とスロ
ート管３８とを回転自在に連結する第四回動軸１１０とを有している。
　これらの第一回動軸１００、第二回動軸１０５、第三回動軸１０８及び第四回動軸１１
０は、第一回動軸１００と第二回動軸１０５とを結んだ仮想的な直線である仮想直線Ａ１
の長さＬ１と第三回動軸１０８と第四回動軸１１０とを結んだ仮想直線Ａ２の長さＬ２と
がほぼ同じ長さとなるように配置され、さらに、第二回動軸１０５と第三回動軸１０８と
を結んだ仮想直線Ａ３の長さＬ３と第四回動軸１１０と第一回動軸１００とを結んだ仮想
直線Ａ４の長さＬ４とがほぼ同じ長さとなるように配置されている。
【００３８】
　このような構成により、リンク機構１０６は、フロート６８が配置される第一継手１０
２が移動される際に、仮想直線Ａ１と仮想直線Ａ２とがほぼ平行な関係を保ちながら移動
され、仮想直線Ａ３と仮想直線Ａ４とがほぼ平行な関係を保ちながら移動され、仮想直線
Ａ１乃至Ａ４が仮想的な平行四辺形の各辺を形成するような位置関係を維持しながら互い
に移動されることができる。ここで、第一回動軸１００はジェットノズル４０に固定され
、第四回動軸１１０はスロート管３８に固定されているので、仮想直線Ａ４は位置が固定
されている。リンク機構１０６は、フロート６８が配置される第一継手１０２（第一継手
１０２は仮想直線Ａ３と平行になるように形成されている）が、第四回動軸１１０と第一
回動軸１００とを結んだ仮想直線Ａ４とほぼ平行な関係を保ちながら移動するように構成
されている。リンク機構１０６を採用することにより、継手アーム９８ｄの回転を第一継
手１０２の上下方向の移動に変換できる。
　第一継手１０２は、継手アーム９８ｄ及び第二継手１０４の傾きの変化によりほぼ上下
方向に移動され、貯水タンク２６の幅方向への移動（可動範囲）が抑制されている。第一
継手１０２及びフロート６８等がほぼ上下方向に移動することができるので、ほぼジェッ
トノズル４０上の領域内で移動することが可能となる、又は、幅方向の比較的狭いスペー
スに配置されることが可能となっている。さらに、フロート６８等の可動領域を減少させ
ることができ、貯水タンク２６の幅方向の大きさを減少させることができる。
【００３９】
　調整機構７２は、フロート６８の取付け高さを上下方向に調整することができる。フロ
ート６８の取付け高さを調整することにより、フロート６８が水位と連動して動作を開始
し、切替弁９６が作動されるタイミングが変更されるので、ジェットノズル４０から便器
本体２へ供給される洗浄水の量を変更することができる。調整機構７２がフロート６８の
取付け高さを調整することにより止水水位ＷＬ１（ＤＷＬ）の高さを調整でき、便器本体
２に供給する洗浄水の量を調整することができる。
　調整機構７２は、フロート６８を取付け且つ第一継手１０２に回転可能に支持される螺
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子部材１１２を備え、この螺子部材１１２を回転させることにより、螺子部材１１２に取
付けられたフロート６８の取付け高さを上下方向に調整及び/又は微調整することができ
る。
　また、調整機構７２は、螺子部材１１２が螺子の回転によりほぼ垂直な方向に上下移動
されることにより調整されるので、螺子部材１１２に対してほぼ水平に取付けられている
フロート６８をほぼ水平の一定の姿勢に維持した状態で、フロート６８の取付け高さを上
下方向に調整させることが可能である。
【００４０】
　つぎに、図５、図８、図１４～図１９により、ジェット流路７４、補給水流路７６につ
いて詳細に説明する。
図１４は本発明の一実施形態による水洗大便器装置において、ジェットポンプユニットの
一部を、補給水吐水位置切替手段のロック部材の高さにおける水平断面により切断した状
態で示す平面図であり、図１５は本発明の一実施形態による水洗大便器装置において、オ
ーバーフロー管に取付けられた補給水吐水位置切替手段を示す側面図であり、図１６は本
発明の一実施形態による水洗大便器装置において、ジェット流路の途中に設けられた分岐
部の流路を示す断面図であり、図１７は本発明の一実施形態による水洗大便器装置におい
て、補給水吐水部の断面図であり、図１８は図１７のＸＶＩＩＩ－ＸＶＩＩＩ線に沿って
見た断面図であり、図１９は本発明の一実施形態による水洗大便器装置の洗浄水タンク装
置において、補給水吐水位置切替手段が補給水無しモードに設定されている状態を示す平
面図である。
【００４１】
　ジェット流路７４は、貯水タンク２６内において、貯水タンク２６の左側端部近傍の後
方側に設けられた給水弁装置３０から貯水タンク２６の右側端部近傍の前方側に設けられ
たジェットノズル４０まで延びている。ジェット流路７４は、給水弁装置３０から下降す
るように延びた後、貯水タンク２６の第２内側底面２６ｂと平行にほぼ水平に延びている
水平部分７４ａを形成し、分岐部８２までほぼ水平な流路を形成し、ジェット流路７４は
、分岐部８２を通過した後、第１内側底面２６ａに向かってさらに下降し、貯水タンク２
６の最下部である第１内側底面２６ａ近傍にて折り返すようにしてジェットノズル４０に
至る流路を形成している。
【００４２】
　補給水流路７６は、ジェットノズル４０とは別に洗浄水を補給する流路を形成する補給
水流路部８４と、ジェット流路７４の途中に設けられた分岐部８２と、補給水吐水位置切
替機構８６とを有している。
　補給水流路部８４は、その上流端が分岐部８２に接続され、また、その下流端部が、オ
ーバーフロー管８０の上方近傍で補給水吐水位置切替機構８６に接続されている。後述す
る補給水吐水位置切替機構８６の補給水吐水部８８が補給水流路部８４の吐水部を形成し
ている。補給水流路部８４は、洗浄水がジェット流路７４を流れる場合には常時ジェット
流路７４から分岐された洗浄水を流すようになっている。
【００４３】
　分岐部８２は、Ｔ字形状の流路を形成し、ほぼ水平に延びる横流路８２ａがジェット流
路７４の水平部分７４ａの一部を形成し、分岐部８２のほぼ中央から垂直上方に分岐する
縦流路８２ｂが補給水流路部８４と接続される。従って、分岐部８２は、補給水流路部８
４を上方からジェット流路７４に接続するように形成されている。
　分岐部８２は、ジェット流路７４において、ジェットノズル４０の位置からの所定距離
上流側の位置に配置されている。ジェットノズル４０の位置からの所定距離は、洗浄水が
分岐部８２により補給水流路部８４に分岐される場合に、ジェット流路７４の下流のジェ
ットノズル４０から噴出される洗浄水の流量（瞬間流量を含む）をほぼ一定に保つことが
できる距離である。従って、分岐部８２は、ジェット流路７４において、ジェットノズル
４０の位置から少なくとも所定距離上流側の位置に配置されていればよい。例えば、分岐
部８２は、第２内側底面２６ｂのジェットノズル側端部近傍に配置されることができ、又
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は貯水タンク２６の幅方向中央付近に配置されていてもよい。また、分岐部８２は、図１
５に示すように、自身の下部が貯水タンク２６の第２内側底面２６ｂに固定されている。
　本実施形態においては、分岐部８２は、ジェット流路７４と、補給水流路部８４とは別
部材として形成されているが、分岐部８２は、ジェット流路７４と補給水流路部８４と一
体で形成されていてもよい。
【００４４】
　補給水吐水位置切替機構８６は、補給水流路部８４の下端で接続され、補給水流路部８
４から流入する洗浄水を吐水する補給水吐水部８８と、補給水吐水部８８を支持し、補給
水吐水部８８の吐水位置を切替えるように回転できる回動軸部９０と、回動軸部９０を内
側に受け入れ、且つ回転可能に支持する支持部９２と、回動軸部９０を支持部９２上で規
定の向きに係止するロック部材９４と、を備えている。
　このような構成により、補給水吐水位置切替機構８６は、補給水吐水部８８の位置を、
オーバーフロー管８０の直上の位置（補給水有りモードの位置）と、オーバーフロー管８
０外の直上の位置（補給水無しモード）とに切替えることができる。このような構成によ
り、便器本体２の種類によらず、便器本体２に補給水の供給が必要とされる場合には、補
給水吐水位置切替機構８６が補給水有りモードにされ、便器本体２に補給水の供給が必要
とされない場合には、補給水吐水位置切替機構８６が補給水無しモードにされることがで
きる。
【００４５】
　補給水吐水部８８は、回動軸部９０の上部においてほぼ水平に延びる横管路８８ａと、
横管路８８ａから屈曲して下方に向かう縦管路８８ｂと、を有している。この横管路８８
ａは、補給水流路部８４が接続される横管路８８ａの入口部から回転軸部９０に対して反
対側に向かって延び、回転軸部９０の上部からオーバーフロー管８０の直上の位置まで到
達できる長さにわたって横方向に延びている。よって、補給水流路部８４から供給される
補給水は、縦管路８８ｂの位置から下方に向かって吐水される。このように補給水吐水部
８８は、補給水流路部８４の吐水部を構成するようになっている。縦管路８８ｂは、空中
で開口されているので、洗浄水が補給水吐水部８８の縦管路８８ｂにおいて、自身の下流
側に他の流路が設けられる場合に起因した流れの抵抗を受ける影響を防ぐことができる。
【００４６】
　回転軸部９０は、補給水吐水部８８の横管路８８ａに固定される軸部９０ａと、軸部９
０ａから半径方向外側に突出する第１凸部９０ｂと、第１凸部９０ｂの角度位置と異なる
角度位置において軸部９０ａから半径方向外側に突出する第２凸部９０ｃと、第１凸部９
０ｂの下部から周方向に延びる第１止め部９０ｄと、第２凸部９０ｃの下部から周方向に
延びる第２止め部９０ｅとを備えている。第１凸部９０ｂ及び第２凸部９０ｃは、軸部９
０ａから外側に延びる薄い板状に形成されている。軸部９０ａから延びる第１凸部９０ｂ
及び第２凸部９０ｃの半径方向の長さは、後述する支持部開口部９２ａ内に収まる長さに
されている。第１止め部９０ｄは、後述する突出凹部９４ａが第１凸部９０ｂと係合する
場合に回転軸部９０が上方向に離脱しないように係合するようになっている。第２止め部
９０ｅは、後述する突出凹部９４ａが第２凸部９０ｃと係合する場合に回転軸部９０が上
方向に離脱しないように係合するようになっている。
【００４７】
　支持部９２は、支持部９２の内側に形成される円形の支持部開口部９２ａ内に回転軸部
９０の軸部９０ａ及び第１凸部９０ｂ及び第２凸部９０ｃを受け入れることができるよう
になっている。支持部９２は、自身の下部がオーバーフロー管８０に取付けられて固定さ
れている。支持部９２はオーバーフロー管８０と一体に構成されていてもよく、オーバー
フロー管８０の一部として構成されていてもよい。
　さらに、支持部９２は、その頂部よりもわずかに下がった位置において環状部の第１側
面９２ｂと、第２側面９２ｃと、第３側面９２ｄとを備えている。第１側面９２ｂには、
側面開口９２ｅが形成されている。この側面開口９２ｅは、後述するロック部材９４の突
出凹部９４ａが挿入されることができるようになっている。第２側面９２ｃには、側面が
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くぼんでいる第２側面凹部９２ｆと、後述するロック部材９４と係合する第２側面係合部
９２ｇとが形成されている。第３側面９２ｄには、側面がくぼんでいる第３側面凹部９２
ｈと、後述するロック部材９４と係合する第３側面係合部９２ｉとが形成されている。
【００４８】
　ロック部材９４は、コの字形状に形成され、コの字の内側中央からコの字の内側に向か
って突出する突出凹部９４ａと、支持部９２及び支持部９２内に位置する回転軸部９０を
ともに内側に抱えるように配置される第１腕部９４ｂ及び第２腕部９４ｃとを備えている
。
　突出凹部９４ａは、二股のフォーク形状を形成し、二股の中間部分に溝部９４ｄが形成
されている。突出凹部９４ａの溝部９４ｄに、第１凸部９０ｂ又は第２凸部９０ｃが嵌合
する場合に、突出凹部９４ａが第１凸部９０ｂ又は第２凸部９０ｃを挟み込むように支持
し、回転軸部９０を動かないように係止させることができる。
　第１腕部９４ｂには、第１腕部９４ｂの先端から内側に屈曲して突出するように形成さ
れた第１つめ部９４ｈと、第１腕部９４ｂの先端よりもやや内側の位置からコの字の内側
に向かって緩やかに隆起した第１隆起部９４ｅとが形成されている。
　第２腕部９４ｃには、第１腕部９４ｂと同様に、第２腕部９４ｃの先端から内側に屈曲
して突出するように形成された第２つめ部９４ｆと、第２腕部９４ｃの先端よりもやや内
側の位置からコの字の内側に向かって緩やかに隆起した第２隆起部９４ｇとが形成されて
いる。
【００４９】
　ロック部材９４は、施工者等の使用者がロック部材９４を引き出した状態のアンロック
状態とロック部材９４を押し込んだ状態のロック状態とを調整できるようになっている。
　ロック部材９４は、回転軸部９０が自由に回転動作できるアンロック状態（例えば、後
述する補給水有りモードと補給水無しモードとを切り替える際のアンロック状態）におい
ては、突出凹部９４ａが支持部開口部９２ａの内側からその外側にわずかに引き出された
位置に移動された状態となり、第１つめ部９４ｈが第２側面係合部９２ｇと係合し、第２
つめ部９４ｆが第３側面係合部９２ｉと係合し、第１隆起部９４ｅが第２側面凹部９２ｆ
と係合し、第２隆起部９４ｇが第３側面凹部９２ｈと係合した状態となっており、ロック
部材９４が支持部９２と係合した状態が維持され、ロック部材９４が支持部９２（すなわ
ちオーバーフロー管）から外れて脱落することが防止する脱落防止部を構成している。こ
のように、ロック部材９４はアンロック状態においても支持部９２上に安定して係止して
いる状態となっている。
　一方で、ロック部材９４がアンロック状態となっているとき、ロック部材９４と、回転
軸部９０とは係合していないので、回転軸部９０はロック部材９４に対して自由に回転す
ることができ、さらに回転軸部９０を支持部９２から上方に移動して取り外すことも可能
となっている。
【００５０】
　ロック部材９４は、回転軸部９０が回転しないように係止されているロック状態におい
ては、図１４に示すように、突出凹部９４ａが側面開口９２ｅ内に挿入されて支持部開口
部９２ａの内側まで突出され、第１隆起部９４ｅが第２側面係合部９２ｇと係合し、第２
隆起部９４ｇが第３側面係合部９２ｉと係合した状態となっており、ロック部材９４が支
持部９２と係合している状態となっている。さらに、側面開口９２ｅ内に挿入された突出
凹部９４ａが回転軸部９０の第１凸部９０ｂ又は第２凸部９０ｃの何れかと嵌合した状態
となるので、ロック部材９４が回転軸部９０とも係合している状態となっている。従って
、ロック部材９４が、回転軸部９０が回転しないように係止することができる。
【００５１】
　上述のような構成により、補給水流路７６は、支持部９２の下部がオーバーフロー管８
０に取付けられ、ロック部材９４がアンロック状態のときに、回転軸部９０が支持部９２
内で回転され、補給水吐水部８８の縦管路８８ｂがオーバーフロー管８０の真上に位置さ
れ、オーバーフロー管８０内に向けられて、補給水吐水部８８から吐水された洗浄水がオ
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ーバーフロー管８０を介して便器本体２に供給される補給水有りモードと、ロック部材が
アンロック状態のときに、回転軸部９０が支持部９２内で回転され、補給水吐水部８８の
縦管路８８ｂがオーバーフロー管８０の真上より外側に位置され、オーバーフロー管８０
外に向けられて、補給水吐水部８８から吐水された洗浄水がオーバーフロー管８０外の貯
水タンク２６内に向けて供給される補給水無しモードとを切替可能に形成されている。
【００５２】
　回転軸部９０の回転と補給水吐水部８８の縦管路８８ｂの位置の関係をより具体的に説
明する。
　突出凹部９４ａが回転軸部９０の第２凸部９０ｃと嵌合している状態では、補給水吐水
部８８の縦管路８８ｂがオーバーフロー管８０の真上に位置している。突出凹部９４ａが
回転軸部９０の第１凸部９０ｂと嵌合している状態では、回転軸部９０が突出凹部９４ａ
に対して第２凸部９０ｃから第１凸部９０ｂを嵌合できるような位置まで回転されるとと
もに、補給水吐水部８８も回転された状態となっているので、補給水吐水部８８の縦管路
８８ｂがオーバーフロー管８０の真上から外れた外側に位置されるようになっている。
【００５３】
　オーバーフロー管８０は、貯水タンク２６内の水位が止水水位よりも上昇してオーバー
フロー管８０の上端開口部（補給水口）８０ａの位置を上回る場合において、この上回っ
た洗浄水が、オーバーフロー管８０内に流入し、排水口１４と連通しているオーバーフロ
ー管８０の下端の流出口８０ｂから便器本体２の導水路１６に補給水として供給されるこ
とができるように形成されている。また、オーバーフロー管８０は、後述する補給水有り
モードの場合において、上端開口部８０ａの上方で開口される補給水吐水部８８から吐水
される洗浄水が、オーバーフロー管８０内に流入し、排水口１４と連通しているオーバー
フロー管８０の下端の流出口８０ｂから便器本体２の導水路１６に補給水として供給され
るように形成されている。
　なお、本実施形態においては、オーバーフロー管８０はジェットポンプユニット３２の
スロート管３８と一体に形成されているが、他の実施形態において、オーバーフロー管８
０はジェットポンプユニット３２と独立して貯水タンク２６内に別個に設けられていても
よい。
【００５４】
　次に、再び、図３乃至図８を参照して、貯水タンク内の詳細な構造について説明する。
　さらに、貯水タンク２６内には、大洗浄及び小洗浄に必要な洗浄水量を切り換えるため
の大小洗浄切替機構１１４が設けられている。この大小洗浄切替機構１１４は、貯水タン
ク２６内をジェットノズル４０及びスロート管３８の吸引口３８ｃを取り囲む外側空間領
域Ｒ１とこの外側空間領域Ｒ１よりも空間が小さい小空間領域Ｒ２との二つの空間領域Ｒ
１，Ｒ２に区画する区画壁１１６を備えている。
　より具体的に説明すると、この区画壁１１６は、上下方向に延びる壁面を形成し、その
上方が開放されて前後方向及び左右方向の四方から取り囲んだカップ形状の小タンク１１
８を形成している。この小タンク１１８は、貯水タンク２６内の前方且つ左寄りに配置さ
れており、小タンク１１８の内部には、小空間領域Ｒ２が平面視において貯水タンク２６
の左右方向に長い扁平形状となるように形成されている。
　したがって、ジェットノズル４０及びスロート管３８の吸引口３８ｃは、貯水タンク２
６を正面側から見て小タンク１１８及び小空間領域Ｒ２の外部右側に形成される外側空間
領域Ｒ１内の前方且つ右寄りの下部に配置されている（図３～図５参照）。
　なお、本実施形態では、小タンク１１８が貯水タンク２６内の前方且つ左寄りに配置さ
れると共に、ジェットノズル４０及びスロート管３８の吸引口３８ｃが、貯水タンク２６
を正面側から見て小タンク１１８及び小空間領域Ｒ２の外部右側に形成される外側空間領
域Ｒ１内の前方且つ右寄りに配置されている形態について説明するが、このような形態に
限られず、ジェットノズル４０及びスロート管３８の吸引口３８ｃが小タンク１１８及び
小空間領域Ｒ２に対して左右何れか一方に形成される外側空間領域Ｒ１内に配置されてい
ればよい。
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【００５５】
　なお、本実施形態においては、四方が区画壁１１６によってカップ形状に形成された小
タンク１１８を貯水タンク２６内に配置することにより、貯水タンク２６内に小空間領域
Ｒ２を形成するような形態について説明するが、このような形態に限られず、区画壁１１
６を貯水タンク２６内の一部に一体的に形成することにより、貯水タンク２６内に小空間
領域Ｒ２を形成するようにしてもよい。
【００５６】
　また、小タンク１１８の後方側の区画壁（後側区画壁）１１８ａには、前後方向に貫く
ようにほぼ左右方向に長い長方形形状の開口部１１８ｂが形成されている。この開口部１
１８ｂには、大小切替弁１２０が開閉可能に設けられており、この大小切替弁１２０が開
口部１１８ｂを開閉することにより、ジェットポンプユニット３２を通じて便器本体２へ
供給する洗浄水量を変更することができ、大洗浄と小洗浄とを切り替えることができるよ
うになっている。
【００５７】
　大小洗浄切替機構１１４の大小切替弁１２０は、鎖１２２により駆動軸１２４に接続さ
れており、大洗浄を行うために、使用者により手動レバー３４が一方向に回動操作された
場合には、駆動軸１２４が回転しても、鎖１２２はたるむだけで、大小切替弁１２０は開
いた状態のままとなり、大小洗浄切替機構１１４が大洗浄状態となるようになっている。
　一方、小洗浄を行うために、使用者により手動レバー３４が他方向に回動操作された場
合には、鎖１２２により大小切替弁１２０が引き上げられ、大小切替弁１２０が開口部１
１８ｂを閉じた状態となり、大小洗浄切替機構１１４が小洗浄状態となるようになってい
る。
【００５８】
　小タンク１１８の底には、小タンク１１８の底の表面を形成する内側底面１１８ｃと、
内側底面１１８ｃの裏側において底部の裏面となる下向き面を形成し、且つ横方向に延び
る外側底面１１８ｄとが形成されている。また、小タンク１１８の外側底面１１８ｄは、
貯水タンク２６の第２内側底面２６ｂに支えリブ１２６によって固定されている。
【００５９】
　小タンク１１８の外側底面１１８ｄは、ほぼ水平に延びる平板状の底面を形成している
。本実施形態においては、図５及び図６に示すように、小タンク１１８の外側底面１１８
ｄが貯水タンク２６の第２内側底面２６ｂに対して所定間隔をあけた上方に配置されてい
る。
　外側底面１１８ｄは、貯水タンク２６の左側端部近傍に位置する給水弁装置側端部１１
８ｅから、貯水タンク２６の中央より右側領域に位置する段部１１８ｆまで貯水タンク２
６の左右方向に長く形成されている第１外側底面１１８ｇと、段部１１８ｆにおいて第１
外側底面１１８ｇから一段切り上がった高さにおいて、スロート管３８の吸引口３８ｃ近
傍に位置する吸引口側端部１１８ｈまで延びる第２外側底面１１８ｉとを形成している。
【００６０】
　つぎに、図４、図６及び図２０により、下部流水路１２８について詳細に説明する。
　図２０は便器本体に供給される洗浄水の水量と、第２内側底面から小タンク底面までの
高さとの関係を示す図である。
　小タンク１１８の外側底面１１８ｄと貯水タンク２６の第２内側底面２６ｂとの間、す
なわち、第１外側底面１１８ｇと第２内側底面２６ｂとの間、及び第２外側底面１１８ｉ
と第２内側底面２６ｂとの間に下部流水路１２８が形成されている。このように、下部流
水路１２８は、小タンク１１８の外側底面全体の下方領域に形成されている。
　貯水タンク２６内においては、中央近傍にスロート管３８の下降管部３８ｂ及び小タン
ク１１８等が配置されているため、これらが障害物のように作用して、洗浄水が左右方向
に流れる際に抵抗を受けやすくなっている。
　この下部流水路１２８は、小タンク１１８の下方に形成された導水路を形成し、この下
部流水路１２８においては、貯水タンク２６の左右方向の流れの抵抗となる障害物が低減
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されているので、洗浄水がジェットノズルによりスロート管の吸引口に吸引されていると
きにおいて洗浄水を貯水タンク２６の左側から右側側方のジェットノズル４０及びスロー
ト管３８の吸引口３８ｃに向かって滑らかに流すことができる。下部流水路１２８は、さ
らなる別部材によらず、小タンク１１８と貯水タンク２６とにより、比較的簡単に形成さ
れる。
【００６１】
　なお、本実施形態においては、下部流水路１２８が外側底面１１８ｄの下方に設けられ
ているが、別実施形態として、例えば、小タンクの下方部分の一部において、下部流水路
が小タンクの側面から小タンクの内側に向かって横方向からコの字形状に凹むように形成
されていてもよい。小タンクの側面が一部変形されることにより下部流水路の空間を形成
していてもよい。この場合においては、小タンクの側面から凹むように形成された流水路
が、貯水タンクの左右方向に延びるように形成されることができる。
【００６２】
　本実施形態においては、また、外側底面１１８ｄは、ジェットノズル４０及びスロート
管３８の吸引口３８ｃ側近傍（小タンク１１８の右側端部近傍）において、第１外側底面
１１８ｇより高い高さの第２外側底面１１８ｉを形成し、下部流水路１２８の流路を拡大
した拡大流路部１２８ａを形成している。拡大流路部１２８ａは、ジェットノズル４０及
びスロート管３８の吸引口３８ｃ側近傍において流路を拡大することにより、吸引口３８
ｃに向かう洗浄水の流れをより円滑に流すことができる。
【００６３】
　貯水タンク２６内において、ジェットノズル４０及びスロート管３８の吸引口３８ｃは
小タンク１１８に対して左右何れか一方の領域に配置され、且つ、便器本体２の導水路１
６の入口に接続されるスロート管３８の下降管部３８ｂが貯水タンク２６の左右方向中央
領域に配置され、下部流水路１２８は、少なくとも貯水タンク２６の左右方向中央領域近
傍からジェットノズル４０及び吸引口３８ｃ側の吸引口側端部１１８ｈに亘って形成され
ている。
【００６４】
　大小洗浄切替機構１１４が大洗浄状態となる場合、開口部１１８ｂが開とされ、小タン
ク１１８内の小空間領域Ｒ２から貯水タンク２６内外側空間領域Ｒ１に向かって流出した
洗浄水が、下方領域の下部流水路１２８に流入し、下部流水路１２８を流れて、スロート
管３８の吸引口３８ｃに向かって円滑に流れることができる。
　また、大小洗浄切替機構１１４が小洗浄状態となる場合には、開口部１１８ｂが閉とさ
れ、洗浄水は小タンク１１８内の小空間領域Ｒ２から貯水タンク２６内外側空間領域Ｒ１
に向かって流出しない。このとき、貯水タンク２６内外側空間領域Ｒ１に貯水された洗浄
水が、下方領域の下部流水路１２８に流入し、下部流水路１２８を流れて、スロート管３
８の吸引口３８ｃに向かって円滑に流れることができる。
【００６５】
　次に、図４及び図２０により、第１外側底面１１８ｇの第２内側底面２６ｂからの高さ
について説明する。
　本実施形態においては、第１外側底面１１８ｇが第２内側底面２６ｂから所定高さに配
置されることにより、洗浄水が下部流水路１２８をスムーズに流れることができ、洗浄水
の下降時に貯水タンク２６内の水面の幅方向の水位差が抑制されることができる。
　仮に、洗浄水の下降時に貯水タンク２６内の水面の幅方向の水位差が生じる場合、フロ
ート６８側の水面が早期に下降するため、フロート６８が下降し、切替弁９６が早期に上
昇する。従って便器本体２に供給される洗浄水の水量が減少することになるという問題が
生じる。
　このような問題を解決するために、本発明においては、下部流水路１２８を形成しない
場合における洗浄時の水位降下中に、ジェットノズル４０及びスロート管３８の吸引口３
８ｃ近傍の領域上の水面の高さとその他の領域上の水面の高さとの間に生じる上下方向の
水位差ｈ１（図４において本実施形態の下部流水路１２８を形成している場合における洗
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浄時の水位降下中における水面がほぼ水平である状態を仮想線Ｃ１により示し、図４にお
いて下部流水路１２８を形成しない場合における洗浄時の水位降下中における水面の傾き
がある状態を仮想線Ｃ２により例示している）と、下部流水路１２８を形成した場合にお
ける下部流水路１２８の第１外側底面１１８ｇの第２内側底面２６ｂからの高さｈ２とが
、ほぼ同じ高さにされている。この第１外側底面１１８ｇの第２内側底面２６ｂからの上
下方向の高さは、５ｍｍ～２０ｍｍの高さに形成されている。
【００６６】
　図２０において、貯水タンク２６内からジェットポンプ作用により排出されて便器本体
２に供給される洗浄水の水量と、第２内側底面２６ｂから小タンク１１８までの高さとの
関係を測定した結果Ｒ１を示している。便器本体２に供給される洗浄水の水量が、小タン
ク１１８の高さが０ｍｍの場合よりも、小タンク１１８の高さが５ｍｍ～２０ｍｍの範囲
において、より増大されている。小タンク１１８の下方に下部流水路１２８が形成され、
水面の幅方向の水位差が抑制されるとき、フロート６８が予定より早く下降して切替弁９
６が早期に上昇し、便器本体２に供給される洗浄水の水量が減ることを抑制できるためで
ある。さらに、図２０においては、仮に貯水タンク２６の大きさや設定等を変更した場合
に、貯水タンク２６内からジェットポンプ作用により排出されて便器本体２に供給される
洗浄水の水量と、第２内側底面２６ｂから小タンク１１８までの高さとの関係を測定した
結果Ｒ２を示している。このように、貯水タンク２６の大きさや設定等を変更した場合に
おいても、ほとんどのタンクにおいて、Ｒ１とＲ２で囲まれた斜線で示すような範囲によ
り、便器本体２に供給される洗浄水の水量が変化するため、小タンク１１８の高さが５ｍ
ｍ～２０ｍｍの範囲において、便器本体２に供給される洗浄水の水量が減ることを抑制で
きていることがわかる。
【００６７】
　なお、図４及び図７に示すように、貯水タンク２６内の水位ＷＬは、以下の位置となる
。
　まず、水位ＷＬは、図４及び図７に示すように、大洗浄が終了したときの貯水タンク２
６内の領域Ｒ１，Ｒ２の双方の最低水位である死水水位ＷＬ１を示している。また、この
水位ＷＬ１は、図４及び図７に示すように、小洗浄が終了したときの貯水タンク２６内の
領域Ｒ１のみの死水水位ＤＷＬにもなっており、これらの死水水位ＤＷＬである水位ＷＬ
１は、区画壁１１６の開口部１１８ｂの上端よりも下方に位置している。
　つぎに、図４及び図７に示すように、水位ＷＬ２は、小洗浄が終了したときの貯水タン
ク２６内の領域Ｒ２の水位を示している。
　また、水位ＷＬ３は、貯水タンク２６内に貯水される洗浄水の初期状態における止水水
位であり、且つ大洗浄又は小洗浄後に給水弁装置３０により貯水タンク２６内に洗浄水が
給水されその後給水が停止される満水水位である。
【００６８】
　つぎに、図４、図２１～図２３を参照して、抵抗手段について詳細に説明する。
　図２１は本発明の一実施形態による水洗大便器装置において、貯水タンクの第１内側底
面及び第１内側側面に設けられたリブ部を示す部分拡大斜視図であり、図２２は本発明の
一実施形態による水洗大便器装置において、抵抗手段が設けられている場合に切替弁から
貯水タンクの第１内側側面に衝突した洗浄水の流れと、従来の水洗大便器装置において抵
抗手段が設けられていない場合における切替弁から貯水タンクの第１内側側面に衝突した
洗浄水の流れとをそれぞれ示す概念図であり、図２３は本発明の一実施形態による水洗大
便器装置において、抵抗手段が設けられている場合に切替弁から貯水タンクの第１内側側
面に衝突した洗浄水の流れと、従来の水洗大便器装置において抵抗手段が設けられていな
い場合における切替弁から貯水タンクの第１内側側面に衝突した洗浄水の流れとをそれぞ
れ示す概念図である。
【００６９】
　貯水タンク２６の第１内側側面２６ｃには、ジェットノズル４０から噴射され切替弁９
６によりスロート管３８の外部方向へ向きを変えられた洗浄水が、貯水タンク２６内面に
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沿って流れる流速を低減する抵抗手段１３０が設けられている。抵抗手段１３０は、貯水
タンク２６内壁面に沿った流れの一部の向きを変更させ及び/又は分散させるように形成
されていてもよい。
　この抵抗手段１３０は、ジェットノズル４０から噴射され切替弁９６によりスロート管
３８の外部方向へ向きを変えられた洗浄水の主流が、貯水タンク２６の第１内側側面２６
ｃに衝突する衝突領域Ｄ１の下流側近傍に設けられている。
　抵抗手段１３０は、内面に沿って流れる洗浄水の流れの流速を低減させることができる
ような形状を形成し、例えば、凸形状のリブの他、四角形状以外の突起部、壁、段差等に
よって形成されてもよい。
【００７０】
　抵抗手段１３０は、貯水タンク２６の第１内側底面２６ａから所定高さまで上方へ突出
した底面リブ部１３０ａと、貯水タンク２６の第１内側側面２６ｃから所定高さまで内側
へ突出した側面リブ部１３０ｂとを備えている。
　底面リブ部１３０ａは、第１内側側面２６ｃの下端の中央よりやや後方側の位置に接続
される一端から所定距離にわたって幅方向に延びる第１底面リブ１３０ｃと、この幅方向
部の他端から屈曲して前後方向に向かって斜めに延びる第２底面リブ１３０ｄとを備えて
いる。この第２底面リブ１３０ｄの他端は、後述する第２側面リブ１３０ｇとの間に隙間
１３０ｅを形成するように、第２側面リブ１３０ｇに至る手前において終端している。
　側面リブ部１３０ｂは、第１内側側面２６ｃの下端の中央よりやや後方側の位置から衝
突領域Ｄ１の高さより上方まで立ち上がるように延びている第１側面リブ１３０ｆと、第
２内側側面２６ｄにおける第１内側側面２６ｃから所定長さだけ幅方向側の位置において
第２内側側面２６ｄの下端から衝突領域Ｄ１の高さより上方まで立ち上がるように延びて
いる第２側面リブ１３０ｇと、を備えている。
【００７１】
　図２１及び図２２に示すように、平面視では、衝突領域Ｄ１を取り囲むように、貯水タ
ンク２６の第１内側側面２６ｃと、第２内側側面２６ｄと、第１底面リブ１３０ｃと、第
２底面リブ１３０ｄとが配置されて囲み領域Ｄ２を形成している。従って、衝突領域Ｄ１
に衝突して第１内側側面２６ｃに沿って主に下方向きに広がる洗浄水の流れが、矢印Ｆ１
１に示すように、底面の囲み領域Ｄ２内に流入し、第１底面リブ１３０ｃ及び/又は第２
底面リブ１３０ｄに衝突し、流速が減少され及び/又は流れの向きが底面から内方向きに
変化させられる。
　また、貯水タンク２６の右側側方から内側を見た場合（第１内側側面２６ｃをジェット
ノズル４０側から見た場合）には、衝突領域Ｄ１の左右に、第１側面リブ１３０ｆと、第
２側面リブ１３０ｇと、が配置されている。従って、衝突領域Ｄ１に衝突して第１内側側
面２６ｃに沿って後方向きに広がる洗浄水の流れが、第１側面リブ１３０ｆに衝突し、壁
面に沿った流れが剥離され、流速が減少され及び/又は流れの向きが第１内側側面２６ｃ
から内方向きに変化させられる。また、衝突領域Ｄ１に衝突して第１内側側面２６ｃから
第２内側側面２６ｄに沿って幅方向向きに広がる洗浄水の流れが、第２側面リブ１３０ｇ
に衝突し、壁面に沿った流れが剥離され、流速が減少され及び/又は流れの向きが第２内
側側面２６ｄから内方向きに変化させられる。
【００７２】
　さらに、図２２に示すように、平面視で、囲み領域Ｄ２において、第１内側側面２６ｃ
に対し、切替弁９６により導かれる洗浄水の主流が斜めの向きで入射して衝突する場合に
、衝突領域Ｄ１を中央として、斜めの向きで衝突した洗浄水が主に向かう一方側における
第１内側側面２６ｃと、第１底面リブ１３０ｃと、第２底面リブ１３０ｄとが取り囲む第
一領域Ｄ３の面積が、他方側における第１内側側面２６ｃと、第２内側側面２６ｄと、第
２底面リブ１３０ｄとが取り囲む第二領域Ｄ４の面積よりも小さく形成されている。
　また、第２底面リブ１３０ｄは、上記斜めの向きで衝突した洗浄水が主に向かう一方側
において第１内側側面２６ｃにより近くなるように配置されている。
【００７３】
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　図４、図７～図２３により、本実施形態による水洗大便器装置１による大洗浄時の動作
を説明する。
　まず、図４は、大洗浄開始前の洗浄水タンク装置４を示している。この状態において、
貯水タンク２６内の水位は通常状態の水位ＷＬ３であり、給水弁装置３０において、第一
穴５４及び第二穴５６は何れも閉じられており、主弁体４８は主弁座５０上に着座し、止
水状態となっている。
【００７４】
　大洗浄が開始されるとき、使用者が手動レバー３４を一方向に手動操作すると手動レバ
ー３４に接続された駆動軸１２４が回転し、給水弁装置３０の第一パイロット弁５８が作
動して、第一穴５４が開く。このとき、第二穴５６は閉じられたままの状態である。駆動
軸１２４が回転しても、鎖１２２はたるむだけで、大小切替弁１２０は小タンク１１８の
開口部１１８ｂを開いた状態のままであり、大小洗浄切替機構１１４が大洗浄状態となる
。
【００７５】
　第一穴５４が開くと、上述したように、給水弁装置３０の主弁体４８が主弁座５０から
離間して給水する給水状態となる。外部の給水源から供給される洗浄水は、止水栓３６、
定流量弁４２、給水弁装置３０を経て、給水管路２８の下流端のジェットノズル４０に到
達し、ジェットノズル４０からスロート管３８の吸引口３８ｃに向けて洗浄水が噴射され
る。スロート管３８の吸引口３８ｃ付近は負圧となるので、貯水タンク２６内に貯水され
た洗浄水もスロート管３８内に吸引され、洗浄水タンク装置４により外部から供給される
洗浄水と貯水タンク２６内の洗浄水が一緒になってスロート管３８内を流れ、便器本体２
に供給され、ボウル部６の洗浄が開始される。
【００７６】
　図４、図７及び図１３（ａ）に示すように、給水弁装置３０からジェット流路７４への
洗浄水の供給が開始された直後においては、貯水タンク２６内に洗浄水が未だ高い水位Ｗ
Ｌ３近くまで貯水された状態であるので、フロート６８は、上昇された状態であり、切替
弁９６は待機状態（切替弁９６が下降されジェットノズル４０の前方側を開放している状
態）となっている。フロート６８は、フロート６８の取付けられた螺子部材１１２及び第
一継手１０２とともに上昇されている。すなわち、仮想直線Ａ１乃至Ａ４により形成され
る仮想的な平行四辺形において、仮想直線Ａ３の辺が仮想直線Ａ４の辺に対して上昇され
た状態となっている。
　フロート６８が上昇された上昇状態にあるとき、第一継手１０２が引き上げられ、回動
アーム９８の継手アーム９８ｄが引き上げられるので、回動アーム９８は第一回動軸１０
０を中心として回転され、切替弁９６が下降されている。切替弁９６の湾曲部９６ａのノ
ズル側端部９６ｃがジェットノズル４０の正面より外側に配置され、ジェットノズル４０
から噴射される洗浄水は、矢印Ｆ１に示すように、スロート管３８内の流路に向かって流
れるようになっている。ジェットノズル４０から洗浄水が噴射されることにより、貯水タ
ンク２６内に貯水された周囲の洗浄水が、矢印Ｆ２に示すように、スロート管３８内に吸
引されて流れるようになっている。
【００７７】
　図３、図５及び図１６に示すように、給水弁装置３０からジェット流路７４への洗浄水
の供給が開始されると、洗浄水が、矢印Ｂ１に示すように、ジェット流路７４からジェッ
トノズル４０に向かって流れるとともに、矢印Ｂ２に示すように、ジェット流路７４の途
中に設けられた分岐部８２から補給水流路部８４に流れる。すなわち、給水弁装置３０が
ジェットノズル４０に洗浄水を供給している間は、常時給水弁装置３０が補給水流路７６
に洗浄水を供給することになる。給水弁装置３０はほぼ一定の流量の洗浄水を継続して供
給することから、下流側の補給水流路部８４及びジェットノズル４０の流量の合計もほぼ
一定に保たれて安定している。このように、ジェットノズル４０から洗浄水が噴出されて
いる間において、洗浄水が常に安定して補給水流路部８４にも流れているので、洗浄の途
中において補給水吐水部８８から吐水される洗浄水量と、ジェットノズル４０から噴出さ
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れる洗浄水量との割合が急激に変化することを防ぎ、補給水流路７６から便器本体２（又
は貯水タンク２６内）へ供給される洗浄水の流量が継続してほぼ一定とされるとともに、
ジェットノズル４０から噴出される洗浄水の流量もほぼ一定とされている。言い換えれば
、給水弁装置３０から供給された洗浄水が補給水流路７６とジェットノズル４０へと分岐
して流れる分岐率（分岐される洗浄水の流量の割合）が継続してほぼ一定とされている。
　ここでいう「流量がほぼ一定」とは、吐水開始直後又は止水完了直前において、流量が
徐々に増加又は減少している間は除き、流量がほぼ一定となっていることを意味する。ま
た、流量が継続して完全に一定である必要はなく、給水弁装置３０から供給される洗浄水
の給水圧の変化又はジェットノズル４０の下流側の状態により受ける影響等で僅かに変動
するものも含まれる。
【００７８】
　分岐部８２から上方に補給水流路部８４が分岐するので、補給水流路部８４が下方に分
岐する場合と異なり、補給水流路部８４が下方に分岐する場合に洗浄水が補給水流路部８
４に落ちるように流れ込みやすくなることにより分岐部８２近傍のジェット流路７４を流
れる洗浄水の流れに抵抗を生じさせる或いは流れが乱れることを抑制することができる。
すなわち、矢印Ｂ３に示すように、洗浄水の流れの乱れを抑制しながら、補給水流路部８
４に分岐させる。
　また、分岐部８２がジェットノズル４０の位置から所定距離上流側に配置されているた
めに、洗浄水が分岐部８２で分岐されることによる流れの乱れの影響を抑制し、ジェット
ノズル４０近傍における洗浄水の流れがほぼ一定の流量を有する流れに整えられる。
【００７９】
　補給水流路部８４に供給された洗浄水は、図１７において矢印Ｂ４に示すように、補給
水吐水部８８の縦管路８８ｂから吐水される。このとき、図３に示すように、補給水流路
７６が補給水有りモードに設定されている場合には、補給水吐水部８８の縦管路８８ｂが
オーバーフロー管８０の真上に位置されており、洗浄水が、オーバーフロー管８０内に向
けられて吐水され、オーバーフロー管８０内を流下する洗浄水が便器本体２に補給水とし
て供給される。
　一方で、図１９に示すように、施工者、製造者等の切替えにより、補給水流路７６が補
給水無しモードに設定されている場合には、補給水吐水部８８の縦管路８８ｂがオーバー
フロー管８０の真上より外側に位置された状態となっており、洗浄水が、オーバーフロー
管８０外に向けられて吐水され、洗浄水がオーバーフロー管８０外の貯水タンク２６内に
向けて供給される。この場合には、補給水吐水部８８から吐水される洗浄水は、貯水タン
ク２６内に補給される。補給水無しモードの場合にも、補給水吐水部８８から吐水される
洗浄水は流量が継続してほぼ一定であり、ジェットノズルから噴出される洗浄水の流量も
ほぼ一定とすることができる。
　後述するように給水弁装置３０が止水状態となり、ジェットノズル４０から給水が終了
すると、補給水流路部８４への洗浄水の供給、及び補給水吐水部８８の吐水も終了される
。
【００８０】
　大洗浄が行われているとき、貯水タンク２６内に貯水された洗浄水は、ジェットノズル
４０及びスロート管３８の吸引口３８ｃに向かう流れを形成している。
　図３、図４及び図６等に示すように、大洗浄が開始されると、貯水タンク２６内の給水
弁装置３０側の領域（左側領域）における洗浄水は、主に、矢印Ｆ７に示すように、外側
空間領域Ｒ１から下方領域ＬＲ２に流下し、スロート管３８の下降管部３８ｂ及びその他
の障害物等によって流れの抵抗を受けることなく、下部流水路１２８を、矢印Ｆ８に示す
ように、スロート管３８の吸引口３８ｃに向かって円滑に流れることができる。
　また、貯水タンク２６内の左右方向中央領域における洗浄水は、主に、矢印Ｆ９に示す
ように、外側空間領域Ｒ１から下方領域ＬＲ２に流下し、スロート管３８の下降管部３８
ｂ及びその他の障害物等によって流れの抵抗を受けることなく、下部流水路１２８を円滑
に流れて、スロート管３８の吸引口３８ｃに向かって流れることができる。
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　開口部１１８ｂから流出する洗浄水は、主に、矢印Ｆ１０に示すように、外側空間領域
Ｒ１から下方領域ＬＲ２に流下し、スロート管３８の下降管部３８ｂ及びその他の障害物
等によって流れの抵抗を受けることなく、下部流水路１２８を円滑に流れて、スロート管
３８の吸引口３８ｃに向かって流れることができる。
【００８１】
　下部流水路１２８の下流側の拡大流路部１２８ａにおいては、流路が拡大されているた
め、洗浄水がより自由にスロート管３８の吸引口３８ｃに向かって流れることができ、さ
らに、周囲の他の領域から吸引口３８ｃに向かって流入する洗浄水の流れを妨げることも
抑制でき、洗浄水を円滑に吸引口３８ｃに導くことができる。
【００８２】
　このように、スロート管３８の吸引口３８ｃ側に存在する洗浄水のみならず、給水弁装
置３０側の領域に存在する洗浄水も、下部流水路１２８を介して円滑に吸引口３８ｃに導
かれるので、貯水タンク２６内のスロート管３８の吸引口３８ｃ側の領域の水面の高さと
、給水弁装置３０側の領域の水面の高さとが、ほぼ一定にでき、左右方向の水位差を生じ
ることが抑制される。（図４において本実施形態の下部流水路１２８を形成している場合
における洗浄時の水位降下中における水面がほぼ水平である状態を仮想線Ｃ１により例示
している）
【００８３】
　大洗浄が継続されると、貯水タンク２６内の水位ＷＬがさらに低下し、給水弁装置３０
の給水フロート６０が下降する。給水フロート６０の下降が開始されると直ぐに第二パイ
ロット弁６２が作動し、これにより、第二穴５６が開く。このとき、第一穴５４は閉鎖状
態であるが、第二穴５６は、後述するように給水フロート６０が再び上昇する状態まで、
開状態が保持される。
【００８４】
　第二穴５６が開くと、第一穴５４の開閉状態に関係なく、給水弁装置３０における給水
状態が継続することになる。第二穴５６が開くと、給水弁装置３０における給水状態が継
続し、貯水タンク２６内の水位ＷＬが、大小洗浄切替機構１１４の区画壁１１６の開口部
１１８ｂの下端の水位ＷＬ１まで低下する。このとき、フロート６８も水位の低下に連動
して水位ＷＬ１の位置まで下降する。
【００８５】
　図１３（ａ）及び図１３（ｂ）に示すように、貯水タンク２６内の洗浄水の水位が低下
するにつれ、フロート６８は、水位とともに下降される。フロート６８は、フロート６８
の取付けられた螺子部材１１２及び第一継手１０２とともに下降を開始する。このとき、
フロート６８及び第一継手１０２は、仮想直線Ａ１乃至Ａ４により形成される仮想的な平
行四辺形の関係を保つように、徐々にほぼ下向きに移動を開始する。フロート６８が、従
来のように第一回動軸１００を中心として大きく円弧を描くように移動されないように設
けられているので、フロート６８自身の可動領域（移動範囲）が比較的小さくされている
。
　仮想直線Ａ３及びＡ４が平行な関係を維持したまま第一継手１０２及びフロート６８が
徐々に下降できるので、フロート６８がほぼ一定の姿勢を維持したまま下降でき、すなわ
ち、フロート６８の上面６８ａがほぼ水平を保ったままフロート６８が下降でき、また、
フロート６８の側面６８ｂがほぼ垂直を保ったままフロート６８が下降できるようになっ
ている。
　このように、フロート６８がほぼ下向きの方向に移動されることにより、回動アーム９
８の継手アーム９８ｄが下向きに移動され、回動アーム９８が回転され、反対側の切替弁
９６が上昇される。従って、切替弁９６の湾曲部９６ａのノズル側端部９６ｃがジェット
ノズル４０の正面を横切るように上昇される。
　このとき、ジェットノズル４０から噴射される洗浄水は、その一部が、矢印Ｆ３に示す
ように、スロート管３８内の流路に向かって流れ、その他の部分が、矢印Ｆ４に示すよう
に、切替弁９６の湾曲部９６ａに沿って流出部９６ｂに向かって流れ、第１内側側面２６
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ｃの衝突領域Ｄ１に向かって流出する。また、ジェットノズル４０からＦ３の流れが噴射
されることにより、貯水タンク２６内に貯水された周囲の洗浄水が、矢印Ｆ５に示すよう
に、スロート管３８内に吸引されて流れている。
【００８６】
　さらに、貯水タンク２６内の洗浄水の水位がＷＬ１の水位まで低下した状態となると、
図１３（ｃ）に示すように、フロート６８は、水位とともにさらに下降され、切替弁９６
が待機状態から作動状態に変化される。切替弁９６が作動状態となるとき、フロート６８
は、フロート６８の取付けられた螺子部材１１２及び第一継手１０２とともに下降された
状態となっている。仮想直線Ａ１乃至Ａ４により形成される仮想的な平行四辺形において
、仮想直線Ａ３の辺が仮想直線Ａ４の辺に対してほぼ同じ高さ位置まで下降された状態と
なっている。
　フロート６８が下降された下降状態にあるとき、第一継手１０２が引き下げられ、回動
アーム９８の継手アーム９８ｄが引き下げられるので、回動アーム９８は第一回動軸１０
０を中心としてフロート側が下降するように回転され、反対側の切替弁９６が上昇されて
いる。切替弁９６の湾曲部９６ａのノズル側端部９６ｃがジェットノズル４０の正面を横
切った後、ジェットノズル端部４０ａとほぼ合致するように移動され、ジェットノズル４
０から噴射される洗浄水は、矢印Ｆ６に示すように、ほぼ全部が湾曲部９６ａから屈曲し
て流出部９６ｂの方向に流出され、第１内側側面２６ｃの衝突領域Ｄ１に向かって流出さ
れる。
【００８７】
　スロート管３８の流路が切替弁９６に遮られると、図１３（ｃ）に示すように、ジェッ
トノズル４０から噴射される洗浄水は、切替弁９６に衝突して、スロート管３８内を流れ
ることなく、切替弁９６から跳ねかえされる。すなわち、切替弁９６によってジェットノ
ズル４０から噴射される洗浄水の進行方向がスロート管３８の内部方向からスロート管３
８の外部方向へと切り替えられる。このようにして、ジェットノズル４０から噴射される
洗浄水は、切替弁９６により、約９０度曲がって貯水タンク２６内に向かって流れ、より
具体的には、第１内側側面２６ｃに向かって流れ、貯水タンク２６内に貯水される。この
とき、貯水タンク２６内の水位は上昇するが、切替弁９６が洗浄水の勢いにより移動でき
ないので、フロート６８も上昇することなく、その位置に保持される。また、給水弁装置
３０のフロート６８は、水位の上昇に連動して上昇するが、第二穴５６は開状態のままで
あり、それにより給水弁装置３０による給水状態が継続されることになる。
【００８８】
　給水状態が継続されている間、図２３に示すように、ジェットノズル４０から噴射され
る洗浄水は、切替弁９６により、矢印Ｆ６に示すように、第１内側側面２６ｃの衝突領域
Ｄ１に向かって流れる。洗浄水の水流の流速が比較的高いことから、第１内側側面２６ｃ
の衝突領域Ｄ１に衝突した水流が、第１内側側面２６ｃから放射状に広がるように流れる
。
【００８９】
　図２２及び図２３においては、本発明の一実施形態による水洗大便器装置による抵抗手
段が設けられている場合と、従来の水洗大便器装置において抵抗手段が設けられていない
場合との洗浄水の流れの比較が図示されている。
　従来においては、本発明とは異なり、図２３に破線矢印ｆ１により示すように、底面に
リブが設けられておらず、洗浄水の水流の流速が比較的高いことから、第１内側側面２６
ｃの衝突領域Ｄ１に衝突した水流が、破線矢印ｆ１により示すように、第１内側側面２６
ｃから放射状に広がり、周囲の第１内側底面２６ａ、第３内側側面２６ｅ等の貯水タンク
２６の内面に沿って流れる破線で示すような流れを形成しやすくなっていた。よって、こ
のｆ１の流れが、壁面に沿ってまとまった流れとなり、下方から水面に上昇する流れを形
成し、貯水タンク２６内に貯水された洗浄水の水面を大きく上下に変動させてしまうとい
う問題が生じ、洗浄水の水面が大きく上下に変動することにより、給水弁装置３０の給水
フロート６０が満水水位ＷＬ３を正確に検知できないという不具合が生じていた。図２３
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においては、このような従来の水面が上下に変動している状態を破線ｓ１により示してい
る。
　また、従来においては、本発明とは異なり、図２２に破線矢印ｆ２により示すように、
側面等にリブが設けられておらず、洗浄水の水流の流速が比較的高いことから、第１内側
側面２６ｃの衝突領域Ｄ１に衝突した水流が、第１内側側面２６ｃから放射状に広がり、
周囲の第２内側側面２６ｄ、第３内側側面２６ｅ等の貯水タンク２６の内面に沿って流れ
る破線で示すような流れｆ２を形成しやすくなっていた。よってこのｆ２の流れが、壁面
に沿ってまとまった流れとなり、水面に上昇して、貯水タンク２６内に貯水された洗浄水
の水面を大きく上下に変動させてしまうという課題が生じ、洗浄水の水面が大きく上下に
変動することにより、給水弁装置３０の給水フロート６０が水位を正確に検知できないと
いう不具合が生じていた。図２３においては、このような従来の水面が上下に変動してい
る状態を破線ｓ１により示している。
【００９０】
　これに対し、本発明においては、図２１及び図２３に示すように、抵抗手段１３０によ
り貯水タンク２６の内面に沿って流れる主な流れの流速を落とし及び/又は流れを分散さ
せて、貯水タンク２６内に貯水された洗浄水の水面の変動を抑制させている。図２３にお
いて、本発明における水面の上下の変動が抑制されている状態を実線ｓ２により示してい
る。
　第１内側側面２６ｃの衝突領域Ｄ１に衝突した水流Ｆ１１のうち、主に、下方に流れる
水流Ｆ１２は、第１内側側面２６ｃから第１内側底面２６ａに沿って流れ、第１底面リブ
１３０ｃ及び/又は第２底面リブ１３０ｄにおいて流速が減少され及び/又は流れの向きが
底面から内方向きに変化させられる。例えば、洗浄水が第１底面リブ１３０ｃに当たる場
合、第１内側底面２６ａに沿った流れが第１底面リブ１３０ｃの抵抗を受け、又は、第１
底面リブ１３０ｃに沿って第１内側底面２６ａから離間する向きに方向が転換される（Ｆ
１２の流れ参照）。従って、流れの流速が低減され且つ流れが分散され、壁面に沿って流
れる流れが抑制されて、貯水タンク２６内の水面の波打ちのような変動が抑制される。
　また、図２１及び図２２に示すように、第１内側側面２６ｃの衝突領域Ｄ１に衝突した
水流Ｆ１１のうち、便器前後方向（衝突領域Ｄ１に対して左右横方向）に流れる向きを有
する水流Ｆ１３、Ｆ１４は、第１内側側面２６ｃ及び/又は第２内側側面２６ｄに沿って
流れ、第１側面リブ１３０ｆ及び/又は第２側面リブ１３０ｇにおいて流速が減少され及
び/又は流れの向きが側面から内方向きに変化させられる（Ｆ１３及びＦ１４の流れ参照
）。従って、流れの流速が低減され且つ流れが分散され、壁面に沿って流れる流れが抑制
されて、貯水タンク２６内の水面の波打ちのような変動が抑制される。
　また、ジェットノズル４０が、第１内側側面２６ｃ、第２内側側面２６ｄ及び第３内側
側面２６ｅ等によって形成される比較的狭い領域によって囲まれている場合にも、第１内
側側面２６ｃの衝突領域Ｄ１に衝突した水流が壁面に沿って流速が速く且つまとまった水
流を形成することを抑制することができる。
【００９１】
　また、図２２に示すように、第１内側側面２６ｃに対し、切替弁９６により導かれる洗
浄水の主流が斜めの向きで入射して衝突する場合に、第１内側側面２６ｃの衝突領域Ｄ１
に衝突した水流Ｆ１１は、斜めの向きで衝突した洗浄水が主に向かう主たる水流Ｆ１４と
、この水流と逆向きに向かう従たる水流Ｆ１３とに分かれる（これらの水流Ｆ１４及びＦ
１３は、衝突領域Ｄ１に入射する流れの鈍角側方向と鋭角側方向によって分けられ、下方
向への流れも含んでいる）。
　ここで、衝突領域Ｄ１に対し、第１側面リブ１３０ｆが比較的近い位置に配置され、第
１内側側面２６ｃと、第１底面リブ１３０ｃと、第２底面リブ１３０ｄとが第一領域Ｄ３
を形成するように比較的近い位置に配置され、流速が依然として比較的大きく且つ流れが
分散される前の状態の主たる水流Ｆ１４に対して、壁面に沿った流速を低減させる能力を
増加させている。第一領域Ｄ３においては、第二領域Ｄ４と比べ衝突領域Ｄ１からより近
くに第１内側側面２６ｃと、第１底面リブ１３０ｃと、第２底面リブ１３０ｄとが位置し
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ているため、衝突後に依然として収束している流れに対する抵抗効果が比較的大きくなっ
ている。
　また、衝突領域Ｄ１に対し、第２側面リブ１３０ｇが第１側面リブ１３０ｆよりも遠い
位置に配置され、第１内側側面２６ｃと、第２内側側面２６ｄと、第２底面リブ１３０ｄ
とが第一領域Ｄ３よりも大きい第二領域Ｄ４を形成するように比較的遠い位置に配置され
ているので、従たる水流Ｆ１３に対しては、第一領域Ｄ３によるリブの流速を低減させる
能力よりは、壁面に沿った流速を低減させる能力が抑えられている。第二領域Ｄ４におい
ては、第一領域Ｄ３と比べ衝突領域Ｄ１からより遠くに第２内側側面２６ｄと、第２底面
リブ１３０ｄとが位置しているため、収束していた流れが比較的分散した状態となり、こ
の状態の流れに対する抵抗効果が比較的小さくなっている。
　従って、衝突領域Ｄ１に衝突して左右に広がる水流Ｆ１４及びＦ１３を、衝突領域Ｄ１
を中央として、広がる方向による流速の偏りを抑制させ、均等な流速で分散するように広
がる流れとすることができる。
【００９２】
　第２底面リブ１３０ｄと第２側面リブ１３０ｇとの間に隙間１３０ｅが形成されている
ので、第２底面リブ１３０ｄに沿った水流が、矢印Ｆ１５に示すように、隙間１３０ｅか
ら第二領域Ｄ４の外側に流出することができる。よって、第２底面リブ１３０ｄに沿った
水流が、第２内側側面２６ｄ上の第２側面リブ１３０ｇまで到達し、Ｆ１３の流れと衝突
して、第２側面リブ１３０ｇに沿って上昇する比較的強い流れを形成することを防ぐこと
ができる。
【００９３】
　つぎに、給水状態が継続され、貯水タンク２６の水位が上昇し水位ＷＬ３に達すると、
給水フロート６０も水位ＷＬ３まで上昇し、これにより、給水弁装置３０において、第二
パイロット弁６２が作動し、第二穴５６が閉じられる。
【００９４】
　つぎに、給水弁装置３０において、第一穴５４及び第二穴５６が閉じられると、上述し
たように、圧力室５２の圧力が一次側流路圧力αとなり、主弁体４８が主弁座５０に向け
て移動し、最終的に閉弁された状態（止水状態）となる。給水弁装置３０が止水状態とな
り、給水が終了し、大洗浄が終了する。
【００９５】
　図４、図７～図２３により、本実施形態による水洗大便器装置１による小洗浄時の動作
を説明する。小洗浄時の動作は、上述した大洗浄時の動作と異なる部分を中心に説明する
。まず、図４は、小洗浄開始前の洗浄水タンク装置４を示している。この状態において、
給水弁装置３０は、止水状態となっている。
【００９６】
　つぎに、使用者が手動レバー３４を他方向に手動操作し、小洗浄が開始されたとき、手
動レバー３４に接続された駆動軸１２４が回転し、給水弁装置３０の第一パイロット弁５
８が作動して、第一穴５４が開く。このとき、第二穴５６は閉じられたままの状態である
。なお、小洗浄の方向に駆動軸１２４が回転することにより、鎖１２２が巻き上げられ、
区画壁１１６内外の差圧によって大小切替弁１２０が小タンク１１８の開口部１１８ｂを
閉じた状態となり、大小洗浄切替機構１１４は小洗浄状態となる。
【００９７】
　第一穴５４が開くと、給水弁装置３０の主弁体４８が主弁座５０から離間して給水する
給水状態となる。このとき、貯水タンク２６内に貯水された洗浄水もスロート管３８内に
吸引されるので、洗浄水タンク装置４により外部から供給される洗浄水と貯水タンク２６
内の洗浄水が一緒になってスロート管３８内を流れ、便器本体２に供給され、ボウル部６
の洗浄が開始される。
【００９８】
　小洗浄時においても、図４、図７及び図１３（ａ）に示すように、給水弁装置３０から
ジェット流路７４への洗浄水の供給が開始された直後においては、貯水タンク２６内に洗
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浄水が未だ高い水位ＷＬ３近くまで貯水された状態であるので、フロート６８は、上昇さ
れた状態であり、切替弁９６は待機状態（切替弁９６が下降されジェットノズル４０の前
方側を開放している状態）となっている。
【００９９】
　小洗浄時においても、図３、図５及び図１６に示すように、給水弁装置３０からジェッ
ト流路７４への洗浄水の供給が開始されると、洗浄水が、矢印Ｂ１に示すように、ジェッ
ト流路７４からジェットノズル４０に向かって流れるとともに、矢印Ｂ２に示すように、
ジェット流路７４の途中に設けられた分岐部８２から補給水流路部８４に流れる。すなわ
ち、給水弁装置３０がジェットノズル４０に洗浄水を供給している間は、常時給水弁装置
３０が補給水流路７６に洗浄水を供給することになる。なお、小洗浄時においては、便器
本体２への洗浄水の供給量が比較的少なくなるので、給水弁装置３０がジェットノズル４
０に洗浄水を供給する継続時間が、大洗浄時に比べて短くされている。
【０１００】
　小洗浄時においても、図３に示すように、補給水流路７６が補給水有りモードに設定さ
れている場合には、洗浄水が、オーバーフロー管８０内に向けられて吐水され、オーバー
フロー管８０内を流下する洗浄水が便器本体２に補給水として供給される。
　一方で、図１９に示すように、施工者、製造者等の切替えにより、補給水流路７６が補
給水無しモードに設定されている場合には、洗浄水が、オーバーフロー管８０外に向けら
れて吐水され、洗浄水がオーバーフロー管８０外の貯水タンク２６内に向けて供給される
。
　後述するように給水弁装置３０が止水状態となり、ジェットノズル４０から給水が終了
すると、補給水流路部８４への洗浄水の供給、及び補給水吐水部８８の吐水も終了される
。
【０１０１】
　小洗浄が行われているとき、貯水タンク２６内に貯水された洗浄水は、ジェットノズル
４０及びスロート管３８の吸引口３８ｃに向かう流れを形成している。
　図３、図４及び図６等に示すように、小洗浄が開始されると、大洗浄時と同様に、貯水
タンク２６内の給水弁装置３０側の領域（左側領域）における洗浄水は、主に、矢印Ｆ７
に示すように、外側空間領域Ｒ１から下方領域ＬＲ２に流下し、下部流水路１２８を、矢
印Ｆ８に示すように、スロート管３８の吸引口３８ｃに向かって円滑に流れることができ
る。
　ここで、小洗浄においては、大小洗浄切替機構１１４の大小切替弁１２０は、開口部１
１８ｂを閉じた閉状態とされており、小タンク１１８内の洗浄水は排出されずに貯水され
た状態を維持している。小タンク１１８の外側の外側空間領域Ｒ１からのみ洗浄水が排出
されるので、小空間領域Ｒ２の分の洗浄水量を排出せず、すなわちこの量を低減した洗浄
を行うこととなる。
　外側空間領域Ｒ１からスロート管３８に流入する洗浄水については、大洗浄時と同様に
、矢印Ｆ９及び矢印Ｆ１０に示すように、外側空間領域Ｒ１から下方領域ＬＲ２に流下し
、スロート管３８の下降管部３８ｂ及びその他の障害物等によって流れの抵抗を受けるこ
となく、下部流水路１２８を円滑に流れて、スロート管３８の吸引口３８ｃに向かって流
れることができる。
【０１０２】
　小洗浄が継続されると、貯水タンク２６内の外側空間領域Ｒ１内の水位ＷＬが低下する
。これにより、給水弁装置３０の給水フロート６０も下降する。給水フロート６０の下降
が開始されると直ぐに第二パイロット弁６２が作動し、これにより、第二穴５６が開く。
このとき、第一穴５４は閉鎖状態であるが、第二穴５６は、給水フロート６０が再び上昇
する状態まで、開状態が保持される。
【０１０３】
　第二穴５６が開くと、第一穴５４の開閉状態に関係なく、給水弁装置３０における給水
状態が継続する。このため、手動レバー３４の操作時間とは無関係に確実に小洗浄を実行
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することができる。
【０１０４】
　第二穴５６が開くと、給水弁装置３０における給水状態が継続し、貯水タンク２６内の
水位ＷＬが、止水水位ＷＬ３から低下する。このとき、大小切替弁１２０が小タンク１１
８の開口部１１８ｂを閉じた状態が維持されているため、小タンク１１８内の水位は、止
水水位ＷＬ３よりもわずかに低い水位ＷＬ２が維持される。
　また、図４に示すように、貯水タンク２６内の外側空間領域Ｒ１内の水位は、ジェット
ノズル４０付近の水位ＷＬ１（死水水位ＤＷＬ）まで低下し、フロート６８も水位の低下
に連動して水位ＷＬ１の位置まで下降する。
【０１０５】
　小洗浄時においても、図１３（ａ）及び図１３（ｂ）に示すように、貯水タンク２６内
の洗浄水の水位が低下するにつれ、フロート６８は、水位とともに下降される。切替手段
６６、フロート６８及び連結手段７０は、水位の下降及び上昇に伴い、大洗浄時と同様の
動作を行うので詳細な説明を省略する。
【０１０６】
　スロート管３８の流路が切替弁９６に遮られると、図１３（ｃ）に示すように、ジェッ
トノズル４０から噴射される洗浄水は、切替弁９６に衝突して、スロート管３８内を流れ
ることなく、切替弁９６から跳ねかえされる。すなわち、切替弁９６によってジェットノ
ズル４０から噴射される洗浄水の進行方向がスロート管３８の内部方向からスロート管３
８の外部方向へと切り替えられる。このとき、貯水タンク２６内の水位は上昇する。
【０１０７】
　給水状態が継続されている間、図２３に示すように、ジェットノズル４０から噴射され
る洗浄水は、切替弁９６により、矢印Ｆ６に示すように、第１内側側面２６ｃの衝突領域
Ｄ１に向かって流れる。小洗浄時においても、大洗浄時と同様に、第１内側側面２６ｃの
衝突領域Ｄ１に衝突した水流が、第１内側側面２６ｃから放射状に広がるように流れ、抵
抗手段１３０に到達する。本発明においては、図２１及び図２３に示すように、小洗浄時
においても、大洗浄時と同様に、抵抗手段１３０により貯水タンク２６の内面に沿って流
れる主な流れの流速を落とし及び/又は流れを分散させて、貯水タンク２６内に貯水され
た洗浄水の水面の変動を抑制させている。これらの流れについても大洗浄時と同様な流れ
となるので詳細な説明を省略する。
【０１０８】
　さらに、給水状態が継続され、貯水タンク２６の水位が上昇し水位ＷＬ３に達すると、
給水フロート６０も水位ＷＬ３まで上昇し、これにより、給水弁装置３０において、第二
パイロット弁６２が作動し、第二穴５６が閉じられる。
【０１０９】
　つぎに、給水弁装置３０において、第一穴５４及び第二穴５６が閉じられると、上述し
たように、圧力室５２の圧力が一次側流路圧力αとなり、主弁体４８が主弁座５０に向け
て移動し、最終的に閉弁された状態（止水状態）となる。給水弁装置３０が止水状態とな
り、給水が終了し、小洗浄が終了する。
【０１１０】
　上述した本発明の一実施形態による水洗大便器装置１によれば、小タンク１１８の下方
部分に上記下部流水路１２８が形成されているので、洗浄水がジェットノズル４０により
スロート管３８の吸引口に吸引されているときにおいて、貯水タンク２６内に貯水されて
いる洗浄水を、小タンク１１８の下方部分から、下部流水路１２８を通して、小タンク１
１８の外側に配置されたジェットノズル４０及びスロート管３８の吸引口３８ｃの方向へ
スムーズに流すことができ、ジェットノズル４０及びスロート管３８の吸引口３８ｃ近傍
の領域の水面の高さと、その他の領域の水面の高さとがほぼ均一になるように水位を降下
させることができる。
　従って、従来、洗浄水がジェットノズル４０によりスロート管３８の吸引口に吸引され
ているときにおいてジェットノズル４０及びスロート管３８の吸引口３８ｃ近傍の領域の



(27) JP 6406499 B2 2018.10.17

10

20

30

40

50

水面の高さと、その他の領域の水面の高さとをほぼ均一に水位降下させるために必要とさ
れていた余分な洗浄水量を確保するための貯水タンク内空間を削減することができ、貯水
タンク２６を小型化することができる。
【０１１１】
　また、本実施形態による水洗大便器装置１によれば、別部材を設けることなく比較的簡
易な構造により下部流水路１２８を形成することができる。
【０１１２】
　さらに、本実施形態による水洗大便器装置１によれば、ジェットノズル４０及びスロー
ト管３８の吸引口３８ｃ近傍の領域の水面の高さと、その他の領域の水面の高さとが確実
にほぼ均一になるように水位を降下させることができる。
【０１１３】
　また、本実施形態による水洗大便器装置１によれば、下部流水路１２８を必要最小限の
大きさに形成することができ、貯水タンク２６を小型化することができる。
【０１１４】
　さらに、本実施形態による水洗大便器装置１によれば、洗浄水がジェットノズル４０に
よりスロート管３８の吸引口に吸引されているときにおいて、貯水タンク２６内に貯水さ
れている洗浄水を、スロート管３８等が配置されることにより洗浄水が流れにくくなって
いる貯水タンク２６の左右方向中央から下部流水路１２８を通ってジェットノズル４０及
びスロート管３８の吸引口３８ｃへスムーズに洗浄水を流すことができる。
【０１１５】
　また、本実施形態による水洗大便器装置１によれば、下部流水路１２８が、洗浄水がジ
ェットノズル４０によりスロート管３８の吸引口に吸引されているときにおいて、貯水タ
ンク２６内に貯水されている洗浄水を、小タンク１１８の外側底面１１８ｄ全体の下方領
域から、小タンク１１８の外側に配置されたジェットノズル４０及びスロート管３８の吸
引口３８ｃの方向へスムーズに流すことができる。
【０１１６】
　さらに、本実施形態による水洗大便器装置１によれば、スロート管３８の吸引口３８ｃ
側において、下部流水路１２８が拡大しているために、スロート管３８に流入する洗浄水
の流れを阻害することなく、洗浄水がジェットノズル４０によりスロート管３８の吸引口
に吸引されているときにおいて、貯水タンク２６内に貯水されている洗浄水が、小タンク
１１８の外側底面１１８ｄの下方から、小タンク１１８の側方外側に配置されたジェット
ノズル４０及びスロート管３８の吸引口３８ｃの方向へスムーズに流れることができる。
【０１１７】
　さらに、本実施形態による水洗大便器装置１によれば、大小洗浄時に、小タンク１１８
がジェットポンプユニット３２を通じて便器本体２へ供給する洗浄水量を変更する場合に
おいても、下部流水路１２８が、洗浄水がジェットノズル４０によりスロート管３８の吸
引口に吸引されているときにおいて、貯水タンク２６内に貯水されている洗浄水を、小タ
ンク１１８の外側底面１１８ｄの下方から、小タンク１１８の外側に配置されたジェット
ノズル４０及びスロート管３８の吸引口３８ｃの方向へスムーズに流すことができる。
【符号の説明】
【０１１８】
１　　　　　　水洗大便器装置
２　　　　　　便器本体
４　　　　　　洗浄水タンク装置
６　　　　　　ボウル部
８　　　　　　リム部
１０　　　　　棚部
１２　　　　　トラップ排水路
１２ａ　　　　入口
１２ｃ　　　　下降管
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１２ｂ　　　　上昇管
１４　　　　　排水口
１６　　　　　導水路
１８　　　　　リム吐水口
２０　　　　　リム吐水口
２２　　　　　第１通水路
２４　　　　　第２通水路
２６　　　　　貯水タンク
２６ａ　　　　第１内側底面
２６ｂ　　　　第２内側底面
２６ｃ　　　　第１内側側面
２６ｄ　　　　第２内側側面
２６ｅ　　　　第３内側側面
２８　　　　　給水管路
３０　　　　　給水弁装置
３２　　　　　ジェットポンプユニット
３４　　　　　手動レバー
３６　　　　　止水栓
３８　　　　　スロート管
３８ａ　　　　上昇管部
３８ｂ　　　　下降管部
３８ｃ　　　　吸引口
４０　　　　　ジェットノズル
４０ａ　　　　ジェットノズル端部
４２　　　　　定流量弁
４４　　　　　真空破壊弁
４８　　　　　主弁体
５０　　　　　主弁座
５２　　　　　圧力室
５４　　　　　第一穴
５６　　　　　第二穴
５８　　　　　第一パイロット弁
６０　　　　　給水フロート
６２　　　　　第二パイロット弁
６４　　　　　駆動軸
６６　　　　　切替機構
６８　　　　　フロート
６８ａ　　　　上面
６８ｂ　　　　側面
７０　　　　　連結機構
７０ａ　　　　第一継手
７２　　　　　調整機構
７４　　　　　ジェット流路
７４ａ　　　　水平領域
７６　　　　　補給水流路機構
８０　　　　　オーバーフロー管
８０ａ　　　　上端開口部
８０ｂ　　　　流出口
８２　　　　　分岐部
８２ａ　　　　横流路



(29) JP 6406499 B2 2018.10.17

10

20

30

40

50

８２ｂ　　　　縦流路
８４　　　　　補給水流路
８６　　　　　吐水位置切替機構
８８　　　　　補給水吐水部
８８ａ　　　　横管路
８８ｂ　　　　縦管路
９０　　　　　回転軸部
９０ａ　　　　軸部
９０ｂ　　　　第１凸部
９０ｃ　　　　第２凸部
９０ｄ　　　　第１止め部
９０ｅ　　　　第２止め部
９２　　　　　支持部
９２ａ　　　　支持部開口部
９２ｂ　　　　第１側面
９２ｃ　　　　第２側面
９２ｄ　　　　第３側面
９２ｅ　　　　側面開口
９２ｆ　　　　第２側面凹部
９２ｇ　　　　第２側面係合部
９２ｈ　　　　第３側面凹部
９２ｉ　　　　第３側面係合部
９４　　　　　ロック部材
９４ａ　　　　突出凹部
９４ｂ　　　　第１腕部
９４ｃ　　　　第２腕部
９４ｄ　　　　溝部
９４ｅ　　　　第１隆起部
９４ｆ　　　　第２つめ部
９４ｇ　　　　第２隆起部
９４ｈ　　　　第１つめ部
９６　　　　　切替弁
９６ａ　　　　湾曲部
９６ｂ　　　　流出部
９６ｃ　　　　ノズル側端部
９８　　　　　回動アーム
９８ａ　　　　第１回動アーム
９８ｂ　　　　第２回動アーム
９８ｃ　　　　支持アーム
９８ｄ　　　　継手アーム
９８ｅ　　　　ストッパー部
１００　　　　第一回動軸
１０２　　　　第一継手
１０４　　　　第二継手
１０５　　　　第二回動軸
１０６　　　　リンク機構
１０８　　　　第三回動軸
１１０　　　　第四回転軸
１１０　　　　第四回動軸
１１２　　　　螺子部材
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１１４　　　　大小洗浄切替機構
１１６　　　　区画壁
１１８　　　　小タンク
１１８ａ　　　区画壁
１１８ｂ　　　開口部
１１８ｃ　　　内側底面
１１８ｄ　　　外側底面
１１８ｅ　　　給水弁装置側端部
１１８ｆ　　　段部
１１８ｇ　　　第１外側底面
１１８ｈ　　　吸引口側端部
１１８ｉ　　　第２外側底面
１２０　　　　大小切替弁
１２２　　　　鎖
１２４　　　　駆動軸
１２６　　　　支えリブ
１２８　　　　下部流水路
１２８ａ　　　拡大流路部
１３０　　　　抵抗手段
１３０ａ　　　底面リブ部
１３０ｂ　　　側面リブ部
１３０ｃ　　　第１底面リブ
１３０ｄ　　　第２底面リブ
１３０ｅ　　　隙間
１３０ｆ　　　第１側面リブ
１３０ｇ　　　第２側面リブ
Ａ　　　　　　一次側流路
Ｂ　　　　　　二次側流路
α　　　　　　一次側流路圧力
Ａ１　　　　　仮想直線
Ａ２　　　　　仮想直線
Ａ３　　　　　仮想直線
Ａ４　　　　　仮想直線
Ｂ１　　　　　矢印
Ｂ２　　　　　矢印
Ｂ３　　　　　矢印
Ｂ４　　　　　矢印
Ｃ１　　　　　仮想線
Ｃ２　　　　　仮想線
ｈ１　　　　　水位差
Ｄ１　　　　　衝突領域
Ｄ２　　　　　囲み領域
Ｄ３　　　　　第一領域
Ｄ４　　　　　第二領域
Ｆ１　　　　　矢印
Ｆ２　　　　　矢印
Ｆ３　　　　　矢印
Ｆ４　　　　　矢印
Ｆ５　　　　　矢印
Ｆ６　　　　　矢印
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Ｆ７　　　　　矢印
Ｆ８　　　　　矢印
Ｆ９　　　　　矢印
Ｆ１０　　　　矢印
Ｆ１１　　　　矢印
Ｆ１１　　　　矢印
Ｆ１２　　　　矢印
Ｆ１３　　　　矢印
Ｆ１４　　　　矢印
Ｆ１５　　　　矢印
ｆ１　　　　　破線矢印
ｆ２　　　　　破線矢印
Ｒ１　　　　　外側空間領域
Ｒ２　　　　　小空間領域
ＬＲ２　　　　下方領域
ｓ１　　　　　破線
ｓ２　　　　　実線
ＷＬ　　　　　水位
ＤＷＬ　　　　死水水位
ＷＬ１　　　　死水水位
ＷＬ２　　　　水位
ＷＬ３　　　　止水水位（満水水位）
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【図３】
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